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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムで受信確認情報を受信する方法において、
　時間分割デュプレキシング（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ、ＴＤ
Ｄ）を利用するプライマリーセル（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅｌｌ、ＰＣｅｌｌ）上で、周波
数分割デュプレキシング（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ
、ＦＤＤ）を利用するセカンダリーセル（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ）
と通信するための設定情報を伝送する段階と、
　前記ＳＣｅｌｌのための４ビットのＨＡＲＱプロセス番号情報を含む下向きリンク制御
情報を伝送する段階と、
　前記ＳＣｅｌｌ上で前記下向きリンク制御情報によってスケジューリングされる下向き
リンクデータを伝送する段階と、
　前記ＰＣｅｌｌ上で前記下向きリンクデータに関する受信確認情報を受信する段階とを
含むことを特徴とする受信確認情報の受信方法。
【請求項２】
　前記ＳＣｅｌｌの各受信確認情報を報告するための手順は、前記ＳＣｅｌｌの下向きリ
ンクサブフレームの手順に従うことを特徴とする請求項１に記載の受信確認情報の受信方
法。
【請求項３】
　前記ＰＣｅｌｌの上向きリンク－下向きリンク（ｕｐｌｉｎｋ－ｄｏｗｎｌｉｎｋ、Ｕ
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Ｌ－ＤＬ）の設定が０の場合、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号２で受信される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号２の６個前及び５個前のサブフレームで伝送される下向きリ
ンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号７で受信さ
れる前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号７の６個前及び５個
前のサブフレームで伝送される下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号３で受信される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号３の５個前及び４個前のサブフレームで伝送される下向きリ
ンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号８で受信さ
れる前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号８の５個前及び４個
前のサブフレームで伝送される下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号４で受信される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号４の４個前のサブフレームで伝送される下向きリンクデータ
に関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号９で受信される前記受
信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号９の４個前のサブフレームで伝
送される下向きリンクデータに関する受信確認情報であることを特徴とする請求項２に記
載の受信確認情報の受信方法。
【請求項４】
　前記ＰＣｅｌｌの上向きリンク－下向きリンク（ｕｐｌｉｎｋ－ｄｏｗｎｌｉｎｋ、Ｕ
Ｌ－ＤＬ）の設定が１の場合、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号２で受信される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号２の７個前及び６個前のサブフレームで伝送される下向きリ
ンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号７で受信さ
れる前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号７の７個前及び６個
前のサブフレームで伝送される下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号３で受信される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号３の６個前、５個前及び４個前のサブフレームで伝送される
下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号８
で受信される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号８の６個前
、５個前及び４個前のサブフレームで伝送される下向きリンクデータに関する受信確認情
報であることを特徴とする請求項２に記載の受信確認情報の受信方法。
【請求項５】
　前記下向きリンク制御情報は、２ビットの下向きリンク割当インデックス（ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　ｉｎｄｅｘ、ＤＡＩ）をさらに含むことを特徴とする請
求項１に記載の受信確認情報の受信方法。
【請求項６】
　無線通信システムで受信確認情報を伝送する方法において、
　時間分割デュプレキシング（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ、ＴＤ
Ｄ）を利用するプライマリーセル（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅｌｌ、ＰＣｅｌｌ）上で、周波
数分割デュプレキシング（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ
、ＦＤＤ）を利用するセカンダリーセル（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ）
と通信するための設定情報を受信する段階と、
　前記ＳＣｅｌｌのための４ビットのＨＡＲＱプロセス番号情報を含む下向きリンク制御
情報を受信する段階と、
　前記ＳＣｅｌｌ上で前記下向きリンク制御情報によってスケジューリングされる下向き
リンクデータを受信する段階と、
　前記ＰＣｅｌｌ上で前記下向きリンクデータに関する受信確認情報を伝送する段階とを
含むことを特徴とする受信確認情報の伝送方法。
【請求項７】
　前記ＳＣｅｌｌの各受信確認情報を報告するための手順は、前記ＳＣｅｌｌの下向きリ
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ンクサブフレームの手順に従うことを特徴とする請求項６に記載の受信確認情報の伝送方
法。
【請求項８】
　前記ＰＣｅｌｌの上向きリンク－下向きリンク（ｕｐｌｉｎｋ－ｄｏｗｎｌｉｎｋ、Ｕ
Ｌ－ＤＬ）の設定が０の場合、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号２で伝送される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号２の６個前及び５個前のサブフレームで受信される下向きリ
ンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号７で伝送さ
れる前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号７の６個前及び５個
前のサブフレームで受信される下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号３で伝送される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号３の５個前及び４個前のサブフレームで受信される下向きリ
ンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号８で伝送さ
れる前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号８の５個前及び４個
前のサブフレームで受信される下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号４で伝送される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号４の４個前のサブフレームで受信される下向きリンクデータ
に関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号９で伝送される前記受
信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号９の４個前のサブフレームで受
信される下向きリンクデータに関する受信確認情報であることを特徴とする請求項７に記
載の受信確認情報の伝送方法。
【請求項９】
　前記ＰＣｅｌｌの上向きリンク－下向きリンク（ｕｐｌｉｎｋ－ｄｏｗｎｌｉｎｋ、Ｕ
Ｌ－ＤＬ）の設定が１の場合、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号２で伝送される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号２の７個前及び６個前のサブフレームで受信される下向きリ
ンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号７で伝送さ
れる前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号７の７個前及び６個
前のサブフレームで受信される下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号３で伝送される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号３の６個前、５個前及び４個前のサブフレームで受信される
下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号８
で伝送される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号８の６個前
、５個前及び４個前のサブフレームで受信される下向きリンクデータに関する受信確認情
報であることを特徴とする請求項７に記載の受信確認情報の伝送方法。
【請求項１０】
　前記下向きリンク制御情報は、２ビットの下向きリンク割当インデックス（ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　ｉｎｄｅｘ、ＤＡＩ）をさらに含むことを特徴とする請
求項６に記載の受信確認情報の伝送方法。
【請求項１１】
　無線通信システムで受信確認情報を受信する基地局において、
　端末と信号を送受信する送受信部と、
　時間分割デュプレキシング（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ、ＴＤ
Ｄ）を利用するプライマリーセル（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅｌｌ、ＰＣｅｌｌ）上で、周波
数分割デュプレキシング（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ
、ＦＤＤ）を利用するセカンダリーセル（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ）
と通信するための設定情報を伝送し、前記ＳＣｅｌｌのための４ビットのＨＡＲＱプロセ
ス番号情報を含む下向きリンク制御情報を伝送し、前記ＳＣｅｌｌ上で前記下向きリンク
制御情報によってスケジューリングされる下向きリンクデータを伝送し、前記ＰＣｅｌｌ
上で前記下向きリンクデータに関する受信確認情報を受信するように制御する制御部とを
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含むことを特徴とする基地局。
【請求項１２】
　前記ＳＣｅｌｌの各受信確認情報を報告するための手順は、前記ＳＣｅｌｌの下向きリ
ンクサブフレームの手順に従うことを特徴とする請求項１１に記載の基地局。
【請求項１３】
　前記ＰＣｅｌｌの上向きリンク－下向きリンク（ｕｐｌｉｎｋ－ｄｏｗｎｌｉｎｋ、Ｕ
Ｌ－ＤＬ）の設定が０の場合、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号２で受信される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号２の６個前及び５個前のサブフレームで伝送される下向きリ
ンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号７で受信さ
れる前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号７の６個前及び５個
前のサブフレームで伝送される下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号３で受信される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号３の５個前及び４個前のサブフレームで伝送される下向きリ
ンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号８で受信さ
れる前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号８の５個前及び４個
前のサブフレームで伝送される下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号４で受信される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号４の４個前のサブフレームで伝送される下向きリンクデータ
に関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号９で受信される前記受
信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号９の４個前のサブフレームで伝
送される下向きリンクデータに関する受信確認情報であることを特徴とする請求項１２に
記載の基地局。
【請求項１４】
　前記ＰＣｅｌｌの上向きリンク－下向きリンク（ｕｐｌｉｎｋ－ｄｏｗｎｌｉｎｋ、Ｕ
Ｌ－ＤＬ）の設定が１の場合、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号２で受信される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号２の７個前及び６個前のサブフレームで伝送される下向きリ
ンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号７で受信さ
れる前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号７の７個前及び６個
前のサブフレームで伝送される下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号３で受信される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号３の６個前、５個前及び４個前のサブフレームで伝送される
下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号８
で受信される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号８の６個前
、５個前及び４個前のサブフレームで伝送される下向きリンクデータに関する受信確認情
報であることを特徴とする請求項１２に記載の基地局。
【請求項１５】
　前記下向きリンク制御情報は、２ビットの下向きリンク割当インデックス（ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　ｉｎｄｅｘ、ＤＡＩ）をさらに含むことを特徴とする請
求項１１に記載の基地局。
【請求項１６】
　無線通信システムで受信確認情報を伝送する端末において、
　基地局と信号を送受信する送受信部と、
　時間分割デュプレキシング（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ、ＴＤ
Ｄ）を利用するプライマリーセル（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅｌｌ、ＰＣｅｌｌ）上で、周波
数分割デュプレキシング（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ
、ＦＤＤ）を利用するセカンダリーセル（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ）
と通信するための設定情報を受信し、前記ＳＣｅｌｌのための４ビットのＨＡＲＱプロセ
ス番号情報を含む下向きリンク制御情報を受信し、前記ＳＣｅｌｌ上で前記下向きリンク
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制御情報によってスケジューリングされる下向きリンクデータを受信し、前記ＰＣｅｌｌ
上で前記下向きリンクデータに関する受信確認情報を伝送するように制御する制御部とを
含むことを特徴とする端末。
【請求項１７】
　前記ＳＣｅｌｌの各受信確認情報を報告するための手順は、前記ＳＣｅｌｌの下向きリ
ンクサブフレームの手順に従うことを特徴とする請求項１６に記載の端末。
【請求項１８】
　前記ＰＣｅｌｌの上向きリンク－下向きリンク（ｕｐｌｉｎｋ－ｄｏｗｎｌｉｎｋ、Ｕ
Ｌ－ＤＬ）の設定が０の場合、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号２で伝送される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号２の６個前及び５個前のサブフレームで受信される下向きリ
ンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号７で伝送さ
れる前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号７の６個前及び５個
前のサブフレームで受信される下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号３で伝送される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号３の５個前及び４個前のサブフレームで受信される下向きリ
ンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号８で伝送さ
れる前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号８の５個前及び４個
前のサブフレームで受信される下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号４で伝送される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号４の４個前のサブフレームで受信される下向きリンクデータ
に関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号９で伝送される前記受
信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号９の４個前のサブフレームで受
信される下向きリンクデータに関する受信確認情報であることを特徴とする請求項１７に
記載の端末。
【請求項１９】
　前記ＰＣｅｌｌの上向きリンク－下向きリンク（ｕｐｌｉｎｋ－ｄｏｗｎｌｉｎｋ、Ｕ
Ｌ－ＤＬ）の設定が１の場合、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号２で伝送される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号２の７個前及び６個前のサブフレームで受信される下向きリ
ンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号７で伝送さ
れる前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号７の７個前及び６個
前のサブフレームで受信される下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、
　前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号３で伝送される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌ
ｌ上で前記サブフレーム番号３の６個前、５個前及び４個前のサブフレームで受信される
下向きリンクデータに関する受信確認情報であり、前記ＰＣｅｌｌのサブフレーム番号８
で伝送される前記受信確認情報は、前記ＳＣｅｌｌ上で前記サブフレーム番号８の６個前
、５個前及び４個前のサブフレームで受信される下向きリンクデータに関する受信確認情
報であることを特徴とする請求項１７に記載の端末。
【請求項２０】
　前記下向きリンク制御情報は、２ビットの下向きリンク割当インデックス（ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　ｉｎｄｅｘ、ＤＡＩ）をさらに含むことを特徴とする請
求項１６に記載の端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳細には、周波数分割デュプレキシング（Ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ；ＦＤＤ）を利用するセルと時間分割
デュプレキシング（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ；ＴＤＤ）を利用
するセルの集成（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　無線通信は、近代史で最も成功的な革新のうち１つである。最近、無線通信サービスの
加入者数が５０億名を越えて続いて速く増加している。スマートフォン及びタブレット、
“ノートパッド”コンピュータ、ネットブック及びｅブックリーダー器などのようなその
他移動性データ装置の消費者と事業者間の増加する人気によって無線データトラフィック
に対する要求が速く増加している。モバイルデータトラフィックの速い成長に対応するた
めには、無線インターフェース効率の向上と新しいスペクトルの割当が他の何よりも重要
である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、１つ以上のＴＤＤセルと１つ以上のＦＤＤセルの集成（ａｇｇｒｅｇ
ａｔｉｏｎ）によって通信システムでのデータスケジューリングと関連された制御情報を
伝送するためのシステム及び方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１実施例において、次のような方法が提供される。前記方法は、基地局が周波数分割
デュプレキシング（ＦＤＤ）または時間分割デュプレキシング（ＴＤＤ）を利用するプラ
イマリーセル（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｅｌｌ；ＰＣｅｌｌ）を介してセカンダリーセル（Ｓ
ｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｅｌｌ；ＳＣｅｌｌ）との通信のための構成情報（ｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を前記基地局と通信するユーザ装置（Ｕｓｅｒ
　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ）に伝送する段階を含む。前記ＰＣｅｌｌがＦＤＤを使用す
れば、前記ＳＣｅｌｌは、ＴＤＤを使用し、前記ＰＣｅｌｌがＴＤＤを使用すれば、前記
ＳＣｅｌｌは、ＦＤＤを使用する。また、前記方法は、前記基地局がＴＤＤを使用するセ
ルのためのＴＤＤ上向きリンク－下向きリンク（Ｕｐｌｉｎｋ－Ｄｏｗｎｌｉｎｋ；ＵＬ
－ＤＬ）構成（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を示すシグナリングを前記ＵＥに伝送する
段階を含む。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成は、通信方向が基地局からＵＥに設定される下向き
リンク伝送時間区間（ＤＬ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌｓ
（ＴＴＩｓ））、通信方向がＵＥから基地局に設定される上向きリンク伝送時間区間（Ｕ
Ｌ　ＴＴＩｓ）及び通信方向が基地局からＵＥ，ＵＥから基地局の両方に設定され得るス
ペシャルＴＴＩを含む１０個のＴＴＩに該当する期間にわたって定義される。前記１０個
のＴＴＩのうちそれぞれのＴＴＩは、固有の時間ドメインインデックスを有する。また、
前記方法は、基地局が１つ以上のＤＣＩフォーマットを伝送する１つ以上の物理的下向き
リンク制御チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ；ＰＤＣＣＨ）をＵＥに伝送する段階を含む。前記１つ以上のＤＣＩフォーマット
各々は、前記ＵＥに対してＰＣｅｌｌでの物理的下向きリンク共有チャネル（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＤＳＣＨ）の伝送または
ＳＰＳ（ｓｅｍｉ－ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔｌｙ　ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ）ＰＤＳＣＨリリー
ス（ｒｅｌｅａｓｅ）またはＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨ伝送をスケジューリングする。前
記方法は、また、前記構成情報、前記シグナリング及び前記１つ以上のＤＣＩフォーマッ
トのうち少なくとも１つのＤＣＩフォーマットの受信に応答して前記ＵＥが承認（ａｃｋ
ｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）情報の伝送のためにＰＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴＩを決定する
段階を含む。前記ＰＣｅｌｌがＦＤＤを使用すれば、前記承認情報は、１つのＴＴＩでＰ
Ｃｅｌｌでの１回のＰＤＳＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースの受信またはＳＣｅｌ
ｌでの１回のＰＤＳＣＨの受信に応答し、前記１つのＴＴＩがＳＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴ
Ｉではない場合、前記承認情報は、ＰＣｅｌｌまたはＳＣｅｌｌでの受信を含まないＰＣ
ｅｌｌでのＰＤＳＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースの受信及びＳＣｅｌｌでのＰＤ
ＳＣＨの受信に応答する一方で、前記１つのＴＴＩがＳＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴＩの場合
には、前記承認情報がＰＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースの受
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信にのみ応答する。ＰＣｅｌｌがＴＤＤを利用する場合、前記承認情報は、ＰＣｅｌｌで
のＭＴＤＤ　ＴＴＩのうち１つでのＰＤＳＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースの受信
またはＳＣｅｌｌでのＭＦＤＤ　ＴＴＩのうち１つでのＰＤＳＣＨの受信に応答する。Ｍ

ＴＤＤまたはＭＦＤＤはそれぞれＵＬ　ＴＴＩで承認情報が伝送されるＰＣｅｌｌまたは
ＳＣｅｌｌでのＴＴＩの個数であり、ＭＴＤＤは、ＭＦＤＤと同じかまたは小さい。
【０００５】
　第２実施例において、次のような方法が提供される。前記方法は、基地局と通信するＵ
ＥがＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を利用するＰＣｅｌｌを介して基地局からＦＤＤを利用する
ＳＣｅｌｌとの通信のための構成情報を受信する段階を含む。また、前記方法は、ＵＥに
対して１つ以上のＰＤＳＣＨの伝送またはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースをスケジューリン
グする１つ以上のＤＣＩフォーマットを伝送する１つ以上のＰＤＣＣＨを前記基地局が前
記ＵＥに伝送する段階を含む。それぞれのＤＣＩフォーマットは、ＤＬ　ＨＡＲＱ（Ｈｙ
ｂｒｉｄ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｅａｔｒｅ　ｑｕｅｓｔ）プロセス
個数を示す４個の二進要素を含むＤＬ　ＨＡＲＱフィールドを含む。前記ＰＣｅｌｌが表
１のＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成５を使用する場合、ＳＣｅｌｌのためのＤＬ　ＨＡＲＱプロ
セスは、最大１７個のＤＬ　ＨＡＲＱプロセスのうち１６個のＤＬ　ＨＡＲＱプロセスの
うち１つに制限される。前記方法は、また、ＵＥが前記１つ以上のＤＣＩフォーマットの
うち少なくとも１つを検出する段階を含む。前記方法は、ＵＥが少なくとも１つのＰＤＳ
ＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースをそれぞれ受信する段階をさらに含む。
【０００６】
　第３実施例において、ＦＤＤまたはＴＤＤを利用するＰＣｅｌｌを介してＵＥと通信す
るように構成される基地局が提供される。前記基地局は、ＳＣｅｌｌとの通信のための構
成情報をＵＥに伝送するように構成される伝送装置を含む。前記ＰＣｅｌｌがＦＤＤを使
用すれば、前記ＳＣｅｌｌは、ＴＤＤを使用し、前記ＰＣｅｌｌがＴＤＤを使用すれば、
前記ＳＣｅｌｌは、ＦＤＤを使用する。また、前記基地局は、ＴＤＤを使用するセルのた
めのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を示すシグナリングを前記ＵＥに伝送するように構成される
伝送装置を具備する。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成は、通信方向が基地局からＵＥに設定され
る下向きリンク伝送時間区間（ＤＬｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖ
ａｌｓ（ＴＴＩｓ））、通信方向がＵＥから基地局に設定されるＵＬ　ＴＴＩ及び通信方
向が基地局からＵＥ，ＵＥから基地局の両方に設定されることができるスペシャルＴＴＩ
を含む１０個のＴＴＩに該当する期間にわたって定義される。前記１０個のＴＴＩのうち
それぞれのＴＴＩは、固有の時間ドメインインデックスを有する。前記基地局は、１つ以
上のＤＣＩフォーマットをそれぞれ伝送する１つ以上のＰＤＣＣＨをＵＥに伝送するよう
に構成される伝送装置をさらに具備する。前記１つ以上のＤＣＩフォーマット各々は、前
記ＵＥに対してＰＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨ伝送またはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリース（ｒｅ
ｌｅａｓｅ）またはＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨ伝送をスケジューリングする。前記基地局
は、また、ＵＥからの承認情報の受信のためのＵＬ　ＴＴＩを決定するように構成される
プロセッサを具備する。前記基地局は、ＵＥからＰＣｅｌｌにおけるＵＬ　ＴＴＩでの承
認情報を受信するように構成される受信装置をさらに含む。前記ＰＣｅｌｌがＦＤＤを使
用すれば、前記承認情報は、１つのＴＴＩでＰＣｅｌｌでの１回のＰＤＳＣＨまたはＳＰ
Ｓ　ＰＤＳＣＨリリースの受信またはＳＣｅｌｌでの１回のＰＤＳＣＨの受信に応答し、
前記１つのＴＴＩがＳＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴＩではない場合、前記承認情報は、ＰＣｅ
ｌｌまたはＳＣｅｌｌでの受信を含まないＰＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤ
ＳＣＨリリースの受信及びＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨの受信に応答する一方で、前記１つ
のＴＴＩがＳＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴＩの場合には、前記承認情報がＰＣｅｌｌでのＰＤ
ＳＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースの受信にのみ応答する。ＰＣｅｌｌがＴＤＤを
利用する場合、前記承認情報は、ＰＣｅｌｌでのＭＴＤＤ　ＴＴＩのうち１つでのＰＤＳ
ＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースの受信またはＳＣｅｌｌでのＭＦＤＤ　ＴＴＩの
うち１つでのＰＤＳＣＨの受信に応答する。ＭＴＤＤまたはＭＦＤＤは、それぞれＵＬ　
ＴＴＩで承認情報が伝送されるＰＣｅｌｌまたはＳＣｅｌｌでのＴＴＩの個数であり、Ｍ
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ＴＤＤは、ＭＦＤＤと同じかまたは小さい。
【０００７】
　第４実施例において、ＦＤＤまたはＴＤＤを利用するＰＣｅｌｌを介して基地局と通信
するように構成されるＵＥが提供される。前記ＵＥは、ＳＣｅｌｌとの通信のための構成
情報を基地局から受信するように構成される受信装置を含む。前記ＰＣｅｌｌがＦＤＤを
使用すれば、前記ＳＣｅｌｌはＴＤＤを使用し、前記ＰＣｅｌｌがＴＤＤを使用すれば、
前記ＳＣｅｌｌはＦＤＤを使用する。また、前記ＵＥは、ＴＤＤを使用するセルのための
ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を示すシグナリングを前記基地局から受信するように構成される
受信装置を具備する。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成は、通信方向が基地局からＵＥに設定され
る下向きリンク伝送時間区間（ＤＬ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒ
ｖａｌｓ（ＴＴＩｓ））、通信方向がＵＥから基地局に設定されるＵＬ　ＴＴＩ及び通信
方向が基地局からＵＥ，ＵＥから基地局の両方に設定されることができるスペシャルＴＴ
Ｉを含む１０個のＴＴＩに該当する期間にわたって定義される。前記１０個のＴＴＩのう
ちそれぞれのＴＴＩは、固有の時間ドメインインデックスを有する。前記ＵＥは、１つ以
上のＤＣＩフォーマットをそれぞれ伝送する１つ以上のＰＤＣＣＨを前記基地局から受信
するように構成される受信装置をさらに含む。前記１つ以上のＤＣＩフォーマット各々は
、ＰＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨの受信またはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースまたはＳＣｅｌｌ
でのＰＤＳＣＨ受信をスケジューリングする。前記ＵＥは、基地局への承認情報の伝送の
ためのＵＬ　ＴＴＩを決定するように構成されるプロセッサをさらに含む。前記ＵＥは、
前記構成情報、前記シグナリング及び前記１つ以上のＤＣＩフォーマットの受信に応答し
て承認情報を前記基地局に伝送するように構成される伝送装置をさらに含む。前記ＰＣｅ
ｌｌがＦＤＤを使用すれば、前記承認情報は、１つのＴＴＩでＰＣｅｌｌでの１回のＰＤ
ＳＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースの受信またはＳＣｅｌｌでの１回のＰＤＳＣＨ
の受信に応答し、前記１つのＴＴＩがＳＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴＩではない場合、前記承
認情報は、ＰＣｅｌｌまたはＳＣｅｌｌでの受信を含まないＰＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨま
たはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースの受信及びＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨの受信に応答する
一方で、前記１つのＴＴＩがＳＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴＩの場合には、前記承認情報がＰ
ＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースの受信にのみ応答する。ＰＣ
ｅｌｌがＴＤＤを利用する場合、前記承認情報は、ＰＣｅｌｌでのＭＴＤＤ　ＴＴＩのう
ち１つでのＰＤＳＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースの受信またはＳＣｅｌｌでのＭ

ＦＤＤ　ＴＴＩのうち１つでのＰＤＳＣＨの受信に応答する。ＭＴＤＤまたはＭＦＤＤは
、それぞれＵＬ　ＴＴＩで承認情報が伝送されるＰＣｅｌｌまたはＳＣｅｌｌでのＴＴＩ
の個数であり、ＭＴＤＤは、ＭＦＤＤと同じかまたは小さい。
【０００８】
　第５実施例において、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を使用するＰＣｅｌｌを介してＵＥと通
信するように構成される基地局が提供される。前記基地局は、ＦＤＤを使用するＳＣｅｌ
ｌとの通信のための構成情報をＵＥに伝送するように構成される伝送装置を具備する。ま
た、前記基地局は、ＵＥに対して１つ以上のＰＤＳＣＨの伝送またはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨ
リリースをスケジューリングする１つ以上のＤＣＩフォーマットを伝送する１つ以上のＰ
ＤＣＣＨを前記ＵＥに伝送するように構成される伝送装置を具備する。それぞれのＤＣＩ
フォーマットは、ＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数を示す４個の二進要素を含むＤＬ　ＨＡＲ
Ｑフィールドを有する。前記ＰＣｅｌｌが表１のＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成５を使用する場
合、ＳＣｅｌｌのためのＤＬ　ＨＡＲＱプロセスは、最大１７個のＤＬ　ＨＡＲＱプロセ
スのうち１６個のＤＬ　ＨＡＲＱプロセスのうち１つに制限される。
【０００９】
　第６実施例において、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を使用するＰＣｅｌｌを介して基地局と
通信するように構成されるＵＥが提供される。前記ＵＥはＦＤＤを使用するＳＣｅｌｌと
の通信のための構成情報を前記基地局から受信するように構成される受信装置を具備する
。また、前記ＵＥは、１つ以上のＰＤＳＣＨの受信またはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースを
スケジューリングする１つ以上のＤＣＩフォーマットを伝送する１つ以上のＰＤＣＣＨを
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前記基地局から受信するように構成される受信装置を具備する。それぞれのＤＣＩフォー
マットは、ＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数を示す４個の二進要素を含むＤＬ　ＨＡＲＱフィ
ールドを有する。前記ＰＣｅｌｌが表１のＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成５を使用する場合、Ｓ
ＣｅｌｌのためのＤＬ　ＨＡＲＱプロセスは、最大１７個のＤＬ　ＨＡＲＱプロセスのう
ち１６個のＤＬ　ＨＡＲＱプロセスのうち１つに制限される。
【００１０】
　本発明及びその効果のより完全な理解のために添付の図面とともに以下の説明を参照す
るところ、図面で同一の参照符号は同一の構成を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明による無線通信ネットワークの一例を示す。
【図２】図２は、本発明によるユーザ装置（ＵＥ）の一例を示す。
【図３】図３は、本発明によるｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）の一例を示す。
【図４】図４は、本発明による下向きリンク伝送時間区間（ＤＬ　ＴＴＩ）の例示的な構
造を示す。
【図５】図５は、本発明によるＴＴＩを介したＰＵＳＣＨ伝送構造の一例を示す。
【図６】図６は、本発明によるＴＴＩの１つのスロットでのＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送のため
の第１ＰＵＣＣＨフォーマット構造の一例を示す。
【図７】図７は、本発明によるＴＴＩの１つのスロットでのＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送のため
の第２ＰＵＣＣＨフォーマット構造の一例を示す。
【図８】図８は、本発明による第１方法を利用してＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅ
ｌｌのためのＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードを決定する例を示す。
【図９】図９は、本発明による第１方法を利用してＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅ
ｌｌのためのＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードを決定する例を示す。
【図１０】図１０は、本発明の第１方法によってそれぞれのＵＥが１つのＴＤＤセルで動
作するか、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのＣＡで動作するかによってＵＬ　
ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールドを使用する例を示す。
【図１１】図１１は、本発明の第２方法によってそれぞれのＵＥが１つのＴＤＤセルで動
作するか、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのＣＡで動作するかによってＵＬ　
ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールドを使用する例を示す。
【図１２】図１２は、本発明の第３方法によってそれぞれのＵＥが１つのＴＤＤセルで動
作するか、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのＣＡで動作するかによってＵＬ　
ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールドを解釈する例を示す。
【図１３】図１３は、本発明によってＰＣｅｌｌがＦＤＤセルであるか、ＴＤＤセルであ
るかによってＤＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドのサ
イズを判断する例示的な方法を示す。
【図１４】図１４は、本発明によってＰＣｅｌｌがＦＤＤセルであるか、ＴＤＤセルであ
るかによってＤＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールドの存在を判断する例示的な
方法は示す。
【図１５】図１５は、本発明によってＰＣｅｌｌがＦＤＤセルであるか、ＴＤＤセルであ
るかによってＵＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールドの存在を判断する例示的な
方法は示す。
【図１６】図１６は、本発明によってＵＥがＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＵＳＣＨ伝送で利
用可能なＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をマルチプレキシングするかを判断する例示的な方法を示
す。
【図１７】図１７は、本発明によってＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＵＳＣＨ伝送をスケジュ
ーリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマットでＤＡＩフィールドの利用を判断する例示的な方
法を示す。
【図１８】図１８は、本発明によってＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＵＳＣＨ伝送をスケジュ
ーリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマットでＤＡＩフィールドの利用を判断する例示的な方
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法を示す。
【図１９】図１９は、本発明によるＴＤＤセルでＰＤＳＣＨをスケジューリングするＤＬ
　ＤＣＩフォーマットのためのＴＴＩが前記ＴＤＤセルでＵＬ　ＴＴＩの場合、前記ＴＴ
ＩでのＵＥデコーディング動作の一例を示す。
【図２０】図２０は、本発明によってＴＴＩでＵＥがＴＤＤセルに対するＤＬ　ＤＣＩフ
ォーマットをモニタリングするか否かによって第１セルで伝送されるＰＤＣＣＨに対する
前記ＵＥでのデコーディング動作を割当する例を示す。
【図２１】図２１は、本発明によって第１セル及びＴＤＤ第２セルでのスケジューリング
のために第１セルで伝送されるＰＤＣＣＨのためのＵＥでのデコーディング動作を割当す
る例を示す。
【図２２】図２２は、本発明によるＴＤＤ単一セル動作及びクロススケジューリングされ
たＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのための例示的なＰＤＳＣＨスケジューリングを示す。
【図２３】図２３は、本発明によってＴＤＤ　ＰＣｅｌｌで以前ＴＴＩで伝送されるＤＬ
　ＤＣＩフォーマットによってＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＴＴＩでＰＤＳＣＨをスケジュー
リングし、それぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを生成するための例示的な方法を示す
。
【図２４】図２４は、本発明によるＤＬ　ＴＴＩと１つのスペシャルＴＴＩを有し、ＵＬ
　ＴＴＩを有しないＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成の一例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本特許文書で使用される特定単語及び語句の定義を記述することが有利であることがで
きる。“連結”という用語及びその派生語は、２つ以上の要素の物理的な接触可否と関係
なく前記２つ以上の要素間の直接的なまたは間接的な通信を意味する。“伝送”、“受信
”及び“通信”という用語及びこれらの派生語は、直接通信及び間接通信の両方を含む。
“具備する”と“含む”という用語及びその派生語は、制限ない包含を意味する。“また
は”は、“及び／または”の意味を含む。“～と関連した”という語句及びその派生語は
、“含む”、“～に含まれる”、“～と関連される”、“含まれる”、“～に含まれる”
、“～と連結される”、“～と結合される”、“～と通信可能な”、“～と協力する”、
“挿入される”、“併置される”、“～に近接した”、“～と密接な関連がある”、“有
する”、“～性質がある”、“～と関係がある”などを意味する。“コントローラー”と
いう用語は、少なくとも１つの動作を制御する装置、システムまたはその一部を意味する
。このようなコントローラーは、ハードウェアまたはハードウェアとソフトウェア及び／
またはファームウエアの組合で具現されることができる。特定コントローラーと関連した
機能は、地域的または遠隔的に中央集中されるか、または分散することができる。“少な
くとも１つ”という語句は、項目のリストとともに使用される場合、１つ以上のリスト項
目の異なる組合が使用されることができ、リスト内の１つの項目だけが必要であることを
意味する。例えば、“Ａ，Ｂ，Ｃのうち少なくとも１つ”は、Ａ，Ｂ，Ｃ，ＡとＢ，Ａと
Ｃ，ＢとＣ、そしてＡ，Ｂ，Ｃの組合中の１つを含む。
【００１３】
　また、以下で説明する多様な機能は、コンピュータで読み取り可能なプログラムコード
から形成され、コンピュータで読み取り可能な媒体で具現される１つ以上のコンピュータ
プログラムによって実行され支援されることができる。“アプリケーション（Ａｐｐｌｉ
ｃａｔｉｏｎ）”及び“プログラム”は、適切なコンピュータで読み取り可能なプログラ
ムコードの具現のために適合化された１つ以上のコンピュータプログラム、ソフトウェア
要素、コマンドセット、手続、機能、オブジェクト、等級（Ｃｌａｓｓｅｓ）、インスタ
ンス、関連データまたはその一部を意味する。“コンピュータで読み取り可能なプログラ
ムコード”は、ソースコード、オブジェクトコード及び実行可能なコードを含むコンピュ
ータコードを含む。“コンピュータで読み取り可能な媒体”は、ＲＯＭ，ＲＡＭ、ハード
ディスクドライブ、コンパクトディスク（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ；ＣＤ）、デジタル
ビデオディスク（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｄｅｏ　Ｄｉｓｃ；ＤＶＤ）または他の形態のメ
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モリのようなコンピュータで接近可能な媒体を含む。“非一時的（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉ
ｔｏｒｙ）”コンピュータで読み取り可能な媒体は、一時的な電気信号または他の信号を
伝送する有線、無線、光学的またはその他、他の通信リンクを排除する。非一時的コンピ
ュータで読み取り可能な媒体は、再記録可能な光ディスクまたは消去可能なメモリ装置の
ようなデータを永久的に格納することができる媒体とデータを格納し、以後に上書きする
ことができる媒体を含む。
【００１４】
　他の特定単語及び語句に対する定義が、本特許文書で提供される。通常の技術を有する
者は、様々な場合において定義された単語及び語句の以前及び以後の使用にこのような定
義が適用されることを理解しなければならない。
【００１５】
　以下で記述される図１～図２４及び本特許文書に記載した本発明の原理を記述するため
に利用される多様な実施例は、例示的なものであって、本発明の範囲を制限しない。通常
の技術者は、本発明の原理が適切に設けられる無線通信システムで具現されることができ
ることを理解することができる。
【００１６】
　以下の文書及び標準に対する技術は、本発明に統合されるところ、その文書及び標準に
対する技術は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１　ｖ１１．１．０、“Ｅ－ＵＴＲＡ，Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ”（ＲＥＦ１）、３Ｇ
ＰＰ　ＴＳ　３６．２１２　ｖ１１．１．０、“Ｅ－ＵＴＲＡ，Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎ
ｇ　ａｎｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｏｄｉｎｇ”（ＲＥＦ２）、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２
１３　ｖ１１．１．０、“Ｅ－ＵＴＲＡ，Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｐｒｏｃｅｄ
ｕｒｅｓ”（ＲＥＦ３）及び３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１　ｖ１１．１．０、“Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ，Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＲＲＣ）Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　
Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ．”（ＲＥＦ４）である。
【００１７】
　本発明は、無線通信ネットワークでＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）を利用するセルとＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌ
ｅｘｉｎｇ）を利用するセルの集成（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）に関する。無線通信ネッ
トワークは、（基地局またはｅＮｏｄｅＢのような）伝送ポイント（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ　ｐｏｉｎｔ）からユーザ装置（ＵＥ）に信号を伝送する下向きリンク（ＤＬ）を
含む。また、無線通信ネットワークはＵＥからｅＮｏｄｅＢのような受信ポイントに信号
を伝送する上向きリンク（ＵＬ）を含む。
【００１８】
　図１は、本発明による例示的な無線ネットワーク１００を示す。図１に示された無線ネ
ットワーク１００の実施例は、例示に過ぎず、本発明の範囲を逸脱することなく、無線ネ
ットワーク１００の他の実施例が利用されることができる。
【００１９】
　図１に示されたように、無線ネットワーク１００は、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）１０１，
ｅＮＢ　１０２及びｅＮＢ　１０３を具備する。ｅＮＢ　１０１は、ｅＮＢ　１０２及び
ｅＮＢ　１０３と通信する。ｅＮＢ　１０１は、また、インターネット、独占ＩＰ（Ｉｎ
ｔｅｒｎｅｔＰｒｏｔｏｃｏｌ）ネットワークまたは他のデータネットワークのような少
なくとも１つのＩＰネットワーク１３０と通信する。
【００２０】
　ネットワーク形態によって“ｅＮｏｄｅＢ”または“ｅＮＢ”の代わりに、“基地局（
Ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）”または“アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）
”のような他の公知の用語が使用されてもよい。便宜上、本特許文書では、“ｅＮｏｄｅ
Ｂ”と“ｅＮＢ”が使用され、これは、遠くある端末機への無線アクセスを提供するネッ
トワークインフラ要素を指称する。また、ネットワーク形態によって、“ユーザ装置（Ｕ
ｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）”または“ＵＥ”の代わりに、“移動局（ｍｏｂｉｌｅ　
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ｓｔａｔｉｏｎ）”、“加入者居（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ）”、“リモ
ート端末（ｒｅｍｏｔｅ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）”、“無線端末（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｔｅ
ｒｍｉｎａｌ）”または“ユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｄｅｖｉｃｅ）”のような他の公知の
用語が使用されてもよい。便宜上、本特許文書では“ユーザ装置”及び“ＵＥ”が使用さ
れ、これは、ＵＥが（移動電話またはスマートフォンのような）移動装置であるか（デス
クトップコンピュータまたは自動販売機のような）、固定装置として見なされるか否かに
よってｅＮＢを無線でアクセスするリモート無線装置を意味する。
【００２１】
　ｅＮＢ　１０２は、自分のカバレージ領域１２０内の多数の第１ＵＥのためのネットワ
ーク１３０への無線広帯域アクセスを提供する。多数の第１ＵＥは、小規模事業場（ＳＢ
）に位置することができるＵＥ　１１１、大規模事業場（Ｅ）に位置することができるＵ
Ｅ　１１２，ＷｉＦｉホットスポット（Ｈｏｔ　ｓｐｏｔ；ＨＳ）に位置することができ
るＵＥ　１１３、第１居住地（Ｒ）に位置することができるＵＥ　１１４、第２居住地（
Ｒ）に位置することができるＵＥ　１１５及び携帯電話、無線ラップトップ、無線ＰＤＡ
などの移動装置（Ｍ）であることがあるＵＥ　１１６を含む。ｅＮＢ　１０３は、自分の
カバレージ領域１２５内の多数の第２ＵＥのためのネットワーク１３０への無線広帯域ア
クセスを提供する。多数の第２ＵＥは、ＵＥ　１１５とＵＥ　１１６を含む。いくつかの
実施例において、１つ以上のｅＮＢ　１０１－１０３は、５Ｇ，ＬＴＥ，ＬＴＥ－Ａ，Ｗ
ｉＭＡＸまたは他の向上した無線通信技術を利用して互いに通信してもよく、ＵＥ　１１
１－１１６と通信してもよい。
【００２２】
　点線は、カバレージ領域１２０，１２５の概略的な範囲を示し、このような範囲は、例
示及び説明のために概略的な円で示した。カバレージ領域１２０，１２５のようなｅＮＢ
と関連したカバレージ領域は、ｅＮＢの構成と自然及び人工障害物と関連した無線環境の
変化によって不規則な形態を含む他の形態を有することができる。
【００２３】
　以下に、さらに詳細に説明されるように、ネットワーク１００（ｅＮＢ　１０１－１０
３及び／またはＵＥ　１１１－１１６）の多様な実施例は、ネットワーク１００によるＦ
ＤＤセルとＴＤＤセルの集成を支援する。
【００２４】
　図１は、無線ネットワーク１００の一例を示しているが、多様な変更が可能である。例
えば、無線ネットワーク１００は、適切な配置でｅＮＢ及びＵＥをいくつでも含むことが
できる。また、ｅＮＢ　１０１は、複数のＵＥと直接通信することができ、当該ＵＥにネ
ットワーク１３０への無線広帯域アクセスを提供することができる。これと同様に、それ
ぞれのｅＮＢ　１０２，１０３は、ネットワーク１３０と直接通信し、ＵＥにネットワー
ク１３０への直接的な無線広帯域アクセスを提供することができる。また、ｅＮＢ　１０
１，１０２及び／または１０３は、他のまたは追加的な外部ネットワーク、例えば外部電
話ネットワークまたは他の形態のデータネットワークへのアクセスを提供することができ
る。
【００２５】
　図２は、本発明による例示的なＵＥ　１１４を示す。図２に示されたＵＥ　１１４の実
施例は、例示のためのものであって、図１の他のＵＥは、同一または類似の構成を有する
ことができる。しかし、ＵＥは、多様な構成を有することができ、図２は、本発明の範囲
を特定するように具現されたＵＥに制限しない。
【００２６】
　図２に示されたように、ＵＥ　１１４は、アンテナ２０５、無線周波数（ＲＦ）送受信
機２１０、送信（ＴＸ）処理回路２１５、マイク２２０及び受信（ＲＸ）処理回路２２５
を具備する。また、ＵＥ　１１４は、スピーカー２３０、メインプロセッサ２４０、入出
力（Ｉ／Ｏ）インターフェース２４５、キーパッド２５０、ディスプレイ２５５及びメモ
リ２６０を具備する。メモリ２６０は、基本運営体系（ＯＳ）プログラム２６１と１つ以
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上のアプリケーション２６２を含む。
【００２７】
　ＲＦ送受信機２１０は、ｅＮＢまたは他のＵＥが送信した入力（ｉｎｃｏｍｉｎｇ）Ｒ
Ｆ信号をアンテナ２０５から受信する。ＲＦ送受信機２１０は、前記入力ＲＦ信号を下向
き変換して中間周波数（ＩＦ）または基底帯域信号を生成する。前記ＩＦまたは基底帯域
信号は、ＲＸ処理回路２２５に伝送され、ＲＸ処理回路２２５は、前記ＩＦまたは基底帯
域信号をフィルタリング、デコーディング及び／またはデジタル化して処理された基底帯
域信号を生成する。ＲＸ処理回路２２５は、前記処理された基底帯域信号をスピーカー２
３０（例えば、音声データのために）または追加処理のために（例えばウェブブラウジン
グデータのために）メインプロセッサ２４０に伝送する。
【００２８】
　前記ＴＸ処理回路２１５は、マイク２２０からのアナログまたはデジタル音声データま
たはメインプロセッサ２４０からの発信（ｏｕｔｇｏｉｎｇ）基底帯域データ（例えば、
ウェブデータ、電子メールまたはインタラクティブビデオゲームデータ）を受信する。Ｔ
Ｘ処理回路２１５は、前記発信基底帯域信号をエンコーディング、マルチプレキシング及
び／またはデジタル化して処理された基底帯域またはＩＦ信号を生成する。前記ＲＦ送受
信機２１０は、ＴＸ処理回路２１５から前記処理された基底帯域またはＩＦ信号を受信し
てＲＦ信号に上向き変換し、このＲＦ信号は、アンテナ２０５を介して伝送される。
【００２９】
　前記メインプロセッサ２４０は、１つ以上のプロセッサまたは他のプロセッシング装置
を含み、ＵＥ　１１４の全般的な動作を制御するためにメモリ２６０に格納された基本Ｏ
Ｓプログラム２６１を行うことができる。例えば、メインプロセッサ２４０は、公知の原
理によるＲＦ送受信機２１０，ＲＸ処理回路２２５及びＴＸ処理回路２１５による順方向
チャネル信号の受信及び逆方向チャネル信号の送信を制御することができる。いくつかの
実施例において、メインプロセッサ２４０は、少なくとも１つのマイクロプロセッサーま
たはマイクロコントローラーを含む。
【００３０】
　また、メインプロセッサ２４０は、ＦＤＤセルとＴＤＤセルの集成による通信を支援す
る動作のような他のプロセス及びメモリ２６０に格納されたプログラムを実行することが
できる。メインプロセッサ２４０は、実行するプロセスの要求によってデータをメモリ２
６０に伝送するか、メモリ２６０から読み出すことができる。いくつかの実施例において
、メインプロセッサ２４０は、ＯＳプログラム２６１に基づいてまたはｅＮＢ、他のＵＥ
またはオペレーターから受信された信号に応答してアプリケーション２６２を実行するよ
うに構成される。また、メインプロセッサ２４０は、ＵＥ１１４にラップトップコンピュ
ータ及び携帯用コンピュータのような他の装置との連結能力を提供するＩ／Ｏインターフ
ェース２４５と連結される。Ｉ／Ｏインターフェース２４５は、このような附属品とメイ
ンプロセッサ２４０間の通信通路である。
【００３１】
　また、メインプロセッサ２４０は、キーパッド２５０とディスプレイ２５５と連結され
る。ＵＥ　１１４の運営者は、キーパッド２５０を使用してデータをＵＥ　１１４に入力
することができる。ディスプレイ２５５は、テキスト及び／またはウェブサイトからのグ
ラフィックのような少なくとも制限したグラフィックを提供することができる液晶表示装
置または他のディスプレイであることができる。ディスプレイ２５５は、タッチスクリー
ンを代表することができる。
【００３２】
　メモリ２６０は、メインプロセッサ２４０に連結される。メモリ２６０の一部は、ＲＡ
Ｍを含み、他の一部は、フラッシュメモリまたは他のＲＯＭを含むことができる。
【００３３】
　以下にさらに詳しく説明するように、ＵＥ　１１４（ＲＦ送受信機２１０，ＴＸ処理回
路２１５及び／またはＲＸ処理回路２２５を利用して具現される）の送信及び受信経路は
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、ＦＤＤセルとＴＤＤセルの集成を利用した通信を支援する。
【００３４】
　図２がＵＥ　１１４の一例を示しているが、多様な変更が可能である。例えば、図２に
示された多様な要素は結合されるか、分割されるか、省略されてもよく、付加的な要素が
特定の要求によって追加されることができる。特別な例として、メインプロセッサ２４０
は、多数のプロセッサ、例えば１つ以上の中央処理処置（ＣＰＵ）及び１つ以上のグラフ
ィック処理装置（ＧＰＵ）に分割されることができる。また、図２は、移動電話またはス
マートフォンで構成されたＵＥ　１１４を示しているが、ＵＥは、他の形態の移動装置ま
たは固定装置として動作するように構成されることができる。また、図２に示された多様
な要素は、例えば異なるＲＦ構成要素がｅＮＢ　１０１－１０３及び他のＵＥと通信する
のに利用される場合、複製されることができる。
【００３５】
　図３は、本発明によるｅＮＢ　１０２の一例を示す。図３に示されたｅＮＢ　１０２の
実施例は、例示に過ぎず、図１に示された他のｅＮＢｓは、同一または類似の構成を有す
ることができる。しかし、ｅＮＢは、多様な構成を有することができ、図３は、本発明の
範囲を特別に具現されるｅＮＢに制限しない。
【００３６】
　図３に示されたように、ｅＮＢ　１０２は、多数のアンテナ３０５ａ－３０５ｎ、多数
のＲＦ送受信機３１０ａ－３１０ｎ、送信（ＴＸ）処理回路３１５及び受信（ＲＸ）処理
回路３２０を具備する。また、ｅＮＢ　１０２は、コントローラー／プロセッサ３２５、
メモリ３３０及びバックホール（ｂａｃｋｈａｕｌ）またはネットワークインターフェー
ス３３５を具備する。
【００３７】
　ＲＦ送受信機３１０ａ－３１０ｎは、ＵＥまたは他のＵＥに送信する信号のような入力
ＲＦ信号をアンテナ３０５ａ－３０５ｎから受信する。ＲＦ送受信機３１０ａ－３１０ｎ
は、前記入力ＲＦ信号を下向き変換してＩＦまたは基底帯域信号を生成する。ＩＦまたは
基底帯域信号は、ＲＸ処理回路３２０に伝送され、ＲＸ処理回路３２０は、前記基底帯域
またはＩＦ信号をフィルタリング、デコーディング及び／またはデジタル化して処理され
た基底帯域信号を生成する。ＲＸ処理回路３２０は、前記処理された基底帯域信号を追加
的な処理のためにコントローラー／プロセッサ３２５に伝送する。
【００３８】
　前記ＴＸ処理回路３１５は、コントローラー／プロセッサ３２５からアナログまたはデ
ジタルデータ（例えば音声データ、ウェブデータ、電子メールまたはインタラクティブビ
デオゲームデータ）を受信する。ＴＸ処理回路３１５は、発信基底帯域データをエンコー
ディング、マルチプレキシング及び／またはデジタル化することによって処理された基底
帯域またはＩＦ信号を生成する。前記ＲＦ送受信機３１０ａ－３１０ｎは、前記ＴＸ処理
回路３１５から発信処理された基底帯域またはＩＦ信号を受信してＲＦ信号に上向き変換
し、このＲＦ信号は、アンテナ３０５ａ－３０５ｎを介して伝送される。
【００３９】
　前記コントローラー／プロセッサ３２５は、ｅＮＢ　１０２の全般的な動作を制御する
１つ以上のプロセッサまたは他のプロセッシング装置を含むことができる。例えば、コン
トローラー／プロセッサ３２５は、公知の原理によるＲＦ送受信機３１０ａ－３１０ｎ，
ＲＸ処理回路３２０及びＴＸ処理回路３１５による順方向チャネル信号の受信及び逆方向
チャネル信号の送信を制御することができる。コントローラー／プロセッサ３２５は、向
上した無線通信機能のような追加的な機能を支援することができる。例えばコントローラ
ー／プロセッサ３２５は、多数のアンテナ３０５ａ－３０５ｎからの発信信号が異なるよ
うに加重され、前記発信信号の方向が所望の方向に効果的に操縦されるようにするビーム
フォーミングまたは方向性ルーティング動作を支援することができる。多様な他の機能が
前記コントローラー／プロセッサ３２５によってｅＮＢ　１０２で支援されることができ
る。いくつかの実施例において、コントローラー／プロセッサ３２５は、少なくとも１つ
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のマイクロプロセッサーまたはマイクロコントローラーを含む。
【００４０】
　また、前記コントローラー／プロセッサ３２５は、基本ＯＳのようなメモリ３３に格納
されたプログラム及び他のプロセスを実行することができる。コントローラー／プロセッ
サ３２５は、実行するプロセスの要求によってメモリ３３０にデータを移すか、メモリ３
３からデータを読み出すことができる。
【００４１】
　また、前記コントローラー／プロセッサ３２５は、バックホールまたはネットワークイ
ンターフェース３３５に連結される。バックホールまたはネットワークインターフェース
３３５は、ｅＮＢ　１０２がバックホール連結またはネットワークを介して他の装置また
はシステムと通信するようにする。前記インターフェース３３５は、適切な有線または無
線連結を介した通信を支援することができる。例えば、ｅＮＢ　１０２がセルラ通信シス
テム（例えば５Ｇ，ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａを支援するセルラ通信システム）の一部とし
て具現される場合、前記インターフェース３３５は、ｅＮＢ　１０２が有線または無線バ
ックホール連結を介して他のｅＮＢと通信するようにすることができる。ｅＮＢ　１０２
がアクセスポイントとして具現される場合、前記インターフェース３３５は、ｅＮＢ　１
０２が有線または無線近距離通信網または大規模ネットワーク（例えば、インターネット
）との有線または無線連結を介して通信するようにすることができる。インターフェース
３３５は、イザーネッまたはＲＦ送受信機のような有線または無線連結を介した通信を支
援する適切な構造を含む。
【００４２】
　メモリ３３０は、前記コントローラー／プロセッサ３２５に連結される。メモリ３３０
の一部は、ＲＡＭを含むことができ、他の一部は、フラッシュメモリまたは他のＲＯＭを
含むことができる。
【００４３】
　以下でさらに詳しく説明するように、（ＲＦ送受信機３１０ａ－３１０ｎ，ＴＸ処理回
路３１５及び／またはＲＸ処理回路３２０を利用して具現される）ｅＮＢ　１０２の送信
及び受信経路は、ＦＤＤセルとＴＤＤセルの集成を利用した通信を支援する。
【００４４】
　図３は、ｅＮＢ　１０２の一例を示しているが、多様な変更が可能である。例えば、ｅ
ＮＢ　１０２は、図３に示されたそれぞれの構成要素をいくつでも具備することができる
。特別な例として、アクセスポイントは、多数個のインターフェース３３５を具備するこ
とができ、コントローラー／プロセッサ３２５は、異なるネットワークアドレスの間でデ
ータをルーティングするためのルーティング機能を支援することができる。また、他の特
別な例として、１つのＴＸ処理回路３１５と１つのＲＸ処理回路３２０を含むものと図示
されているが、ｅＮＢ　１０２は、多数個のＴＸ処理回路３１５とＲＸ処理回路３２０を
具備することができる（例えば、１つのＲＦ送受信機当たり１つずつ）。
【００４５】
　いくつかの無線ネットワークにおいて、ＤＬ信号は、情報内容を伝達するデータ信号、
ＤＬ制御情報（ＤＣＩ）を伝達する制御信号、そしてパイロット信号としても知られてい
る参照信号（ＲＳ）を含む。ｅＮＢ　１０２のようなｅＮＢは、それぞれのＰＤＳＣＨま
たはＰＤＣＣＨを介してデータ情報またはＤＣＩを伝送することができる。また、ｅＮＢ
　１０２は、多数の制御チャネル要素（ＣＣＥ）を介してＰＤＣＣＨを伝送する。向上し
た（ｅｎｈａｎｃｅｄ）ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）が使用されることができ（ＲＥＦ３
参照）、説明を簡潔にするために、以下では明白に他の言及がなければ、“ＰＤＣＣＨ”
は、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨは意味することができる。
【００４６】
　ｅＮＢ　１０２のようなｅＮＢは、ＣＲＳ（ＵＥ－Ｃｏｍｍｏｎ　ＲＳ）、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ＲＳ）及びＤＭＲＳ（Ｄｅ
ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ＲＳ）を含む１つ以上の様々な形態のＲＳを伝送することができ
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る。ＣＲＳは、ＤＬシステム帯域幅（ＢＷ）を介して伝送されることができ、ＵＥ　１１
４のようなＵＥがＣＲＳを使用してデータまたは制御信号を復調するか、測定を行うこと
ができる。ＣＲＳオーバーヘッドを減少させるために、ｅＮＢ　１０２は、時間または周
波数ドメインでＣＲＳより小さい密度のＣＳＩ－ＲＳを伝送することができる。チャネル
測定のために、ゼロではない（ｎｏｎ－ｚｅｒｏ）パワーＣＳＩ－ＲＳ（ＮＺＰＣＳＩ－
ＲＳ）資源が使用されることができる。干渉測定のために、ＵＥ　１１４は、上位階層シ
グナリング（ＲＥＦ３参照）を利用してサービングｅＮＢ　１０２がＵＥ　１１４に対し
て構成するゼロパワーＣＳＩ－ＲＳ（ＺＰＣＳＩ－ＲＳ）と関連したＣＳＩ干渉測定（Ｃ
ＳＩ－ＩＭ）資源を利用することができる。ＤＭＲＳは、それぞれのＰＤＳＣＨまたはＰ
ＤＣＣＨの帯域幅のみで伝送され、ＵＥ　１１４は、ＤＭＲＳを利用してＰＤＳＣＨまた
はＰＤＣＣＨで情報を復調することができる。
【００４７】
　図４は、本発明によるＤＬ　ＴＴＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅ
ｒｖａｌ）構造の一例を示す。図４に示されたＤＬ　ＴＴＩ構造４００の実施例は、例示
的なものであって、本発明の範囲を逸脱することなく、他の実施例が利用されることがで
きる。
【００４８】
　図４に示されたように、例えばｅＮＢ　１０２からのＤＬシグナリングは、直交周波数
分割マルチプレキシング（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏ
ｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ；ＯＦＤＭ）を使用し、ＤＬ　ＴＴＩは、時間ドメインで
Ｎ＝１４個のＯＦＤＭシンボルと周波数ドメインでＫ個の資源ブロック（Ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　Ｂｌｏｃｋｓ；ＲＢｓ）を含む。１つのＴＴＩは、１つのサブフレーム（ＳＦ）に相
当する。第１タイプの制御チャネル（ＣＣＨ）は、Ｎ１個の第１ＯＦＤＭシンボル４１０
（伝送なし（ｎｏ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）を含む。Ｎ１＝０）でｅＮＢ　１０２に
よってＵＥ　１１４のようなＵＥに伝送される。残り（Ｎ－Ｎ１）個のＯＦＤＭシンボル
は、主にＰＤＳＣＨ　４２０の伝送のために使用され、ＴＴＩの一部ＲＢｓで第２タイプ
の向上した（ｅｎｈａｎｃｅｄ）ＣＣＥ（ＥＣＣＥ）４３０を伝送するために使用される
。
【００４９】
　いくつかの無線ネットワークにおいて、例えばＵＥ　１１４からのＵＬ信号は、情報内
容を伝達するデータ信号、ＵＬ制御信号（ＵＣＩ）を伝達する制御信号及びＲＳを含むこ
とができる。
【００５０】
　ＵＥ　１１４は、それぞれのＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ＵＬ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃ
Ｈａｎｎｅｌ）またはＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ＵＬ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎ
ｎｅｌ）を介してデータ情報またはＵＣＩを伝送することができる。ＵＥ　１１４がデー
タ情報とＤＣＩを同時に伝送する場合、ＵＥ　１１４は、ＰＵＳＣＨでデータ情報とＵＣ
Ｉをすべてマルチプレキシングすることができる。ＵＣＩは、ＰＤＳＣＨでのデータ伝送
ブロック（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｂｌｏｃｋ；ＴＢ）の正しいまたは誤った検出を示すＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ　
ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）情報と、ＵＥ　１１４が自分のバッファーにデータを
持っているかを示すＳＲ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）情報と、ｅＮＢ　１
０２がＵＥ　１１４へのＰＤＳＣＨ伝送のための適切なパラメータを選択するようにする
ＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を含むことができる。
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報は、正しいＰＤＣＣＨまたはデータＴＢ検出に対応するポジチブＡ
ＣＫ（ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）と、誤ったデータＴＢ検出に対応するネガティ
ブＡＣＫ（ＮＡＣＫ）と、暗示的または明示的なＰＤＣＣＨ検出（ＤＴＸ）の不在を含む
ことができる。ＤＴＸは、ＵＥ　１１４がＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号を伝送しない場合には、
暗示的なことがある。ＵＥ　１１４が損失されたＰＤＣＣＨを他の方式で識別することが
できれば、ＤＴＸは明示的なことがある（同一のＮＡＣＫ／ＤＴＸ状態でＮＡＣＫとＤＴ
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Ｘを示すことも可能である）。
【００５１】
　ＣＳＩは、あらかじめ定義されたターゲットブロックエラー率（Ｂｌｏｃｋ　ｅｒｒｏ
ｒ　ｒａｔｅ；ＢＬＥＲ）でＵＥが受信することができる伝送ブロックサイズ（ＴＢＳ）
をｅＮＢ　１０２に通知するチャネル品質指示子（ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉ
ｎｄｉｃａｔｏｒ；ＣＱＩ）と、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）伝送原理によって多数の伝送アンテナからの信号をどのように組
み合わせるかをｅＮＢ　１０２に通知するプレコーディングマトリックス指示子（Ｐｒｅ
ｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ；ＰＭＩ）と、ＰＤＳＣＨのための伝
送ランクを示すランク指示子（Ｒａｎｋ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ；ＲＩ）を含むことができ
る。例えば、ＵＥ　１１４は、構成されたＰＤＳＣＨ伝送モード（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉ
ｏｎ　ｍｏｄｅ；ＴＭ）とＵＥの受信機特性を考慮しながら信号対雑音及び干渉（ＳＩＮ
Ｒ）の測定からＣＱＩを決定することができる。したがって、ＵＥ　１１４からのＣＱＩ
レポートは、ＵＥ　１１４へのＤＬ信号伝送を経験したＳＩＮＲ条件の推定値をサービン
グｅＮＢ　１０２に提供することができる。
【００５２】
　ＵＬＲＳは、ＤＭＲＳとＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ＲＳ）を含むことができる。ＤＭ
ＲＳは、それぞれのＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨのＢＷのみで伝送されることができ、ｅ
ＮＢ　１０２は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨで情報を復調するのにＤＭＲＳを利用する
ことができる。ＳＲＳは、ｅＮＢ　１０２にＵＬ　ＣＳＩを提供するためにＵＥ　１１４
によって伝送されることができる。ＵＥ　１１４からのＳＲＳ伝送は、無線資源制御（Ｒ
ＲＣ）シグナリング（ＲＥＦ４参照）のような上位階層シグナリングによってＵＥ　１１
４に対して構成される伝送パラメータを有する所定のＴＴＩで周期的（Ｐ－ＳＲＳまたは
タイプ０ＳＲＳ）であることができる。ＵＥ　１１４からのＳＲＳ伝送は、ＰＵＳＣＨま
たはＰＤＳＣＨをスケジューリングするＰＤＣＣＨによって伝達され、サービングｅＮＢ
　１０２がＵＥ　１１４のためにあらかじめ構成するＡ－ＳＲＳ伝送パラメータセット中
のＡ－ＳＲＳ伝送パラメータを示すＤＣＩフォーマットに含まれるＳＲＳ要請フィールド
によってトリガリングされるときは、非周期的（Ａ－ＳＲＳまたはタイプ１ＳＲＳ）であ
ることができる（ＲＥＦ２及びＲＥＦ３参照）。初期アクセスまたは以後の同期化のため
に、ＵＥ　１１４は、ＰＲＡＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ）を伝送するようにｅＮＢ　１０２によって構成されることができる（ＲＥ
Ｆ１及びＲＥＦ３参照）。
【００５３】
　図５は、本発明によるＴＴＩを介したＰＵＳＣＨ伝送構造の一例を示す。図５に示され
たＴＴＩを介したＰＵＳＣＨ伝送構造５００の実施例は、例示的なものであって、本発明
の範囲を逸脱することなく、他の実施例を利用することができる。
【００５４】
　図５に示されたように、ＴＴＩは、２つのスロットを具備した１つのサブフレーム４５
０である。それぞれのスロット５２０は、データ情報、ＵＣＩまたはＲＳを伝送するため
の
【００５５】
【数１】

【００５６】
　個のシンボル５３０を含む。それぞれのスロット内の一部ＰＵＳＣＨシンボルは、ＤＭ
ＲＳ　５４０を伝送するのに使用される。伝送ＢＷは、資源ブロック（ＲＢ）という周波
数資源単位を含む。それぞれのＲＢは、
【００５７】
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【数２】

【００５８】
　個のサブキャリア、または資源要素（ＲＥ）を含み、ＰＵＳＣＨ伝送ＢＷのために全体
【００５９】
【数３】

【００６０】
　個のＲＥに対して
【００６１】
【数４】

【００６２】
　個のＲＢ　５５０がＵＥ　１１４に割当される。最後のＴＴＩシンボルは、１つ以上の
ＵＥからのＳＲＳ伝送５６０をマルチプレキシングするのに利用されることができる。デ
ータ／ＵＣＩ／ＤＭＲＳ伝送に利用可能なＴＴＩシンボルの個数は、
【００６３】
【数５】

【００６４】
　であり、ここで、最後のＴＴＩシンボルがＳＲＳを伝送するのに利用されれば、
【００６５】
【数６】

【００６６】
　であり、そうではなければ、
【００６７】
【数７】

【００６８】
　である。
【００６９】
　図６は、本発明によるＴＴＩの１つのスロットでのＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送のための第１
ＰＵＣＣＨフォーマット構造の一例を示す。図６に示されたＰＵＣＣＨフォーマット構造
の例は、例示的なものであり、本発明の範囲を逸脱することなく、他の実施例を利用して
もよい。
【００７０】
　図６に示されたように、ＴＴＩは、２つのスロットを含み、それぞれのスロット６１０
は、ＲＢでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号６２０またはＲＳ　６３０を伝送するための
【００７１】

【数８】

【００７２】
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　個のシンボルを含む。ＨＡＲＱ－ＡＣＫビットｂ６４０は、ＢＰＳＫ（Ｂｉｎａｒｙ　
Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）またはＱＰＳＫ（Ｑｕａｔｅｒｎａｒｙ　Ｐｈ
ａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調を利用して
【００７３】
【数９】

【００７４】
　の長さを有するＺＣ（Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ）シーケンス６６０を変調する（６５０）
。１つのＨＡＲＱ－ＡＣＫビットは、データＴＢの正しい検出のためにポジチブＡＣＫを
伝送する場合には、－１の値を有することができ、データＴＢの正しい検出のためにネガ
ティブＡＣＫ（ＮＡＣＫ）を伝送する場合には、１の値を有することができる。変調され
たＺＣシーケンスは、ＩＦＦＴ（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｔｒ
ａｎｓｆｏｒｍ）６７０が行われた後に伝送される。ＲＳは、変調されないＺＣシーケン
スを介して伝送される。
【００７５】
　前記ＰＵＣＣＨフォーマット構造６００のような構造を有する第１ＰＵＣＣＨフォーマ
ットは、ただ１つまたは２つのＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの伝送を支援することができる。
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号伝送のために、多数のＰＵＣＣＨ資源がＵＥ　１１４のために存在
する場合、ＰＵＣＣＨ資源選択と第１ＰＵＣＣＨフォーマット構造６００の使用の組合が
最大４個のＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの伝送を支援することができる（ＲＥＦ３参照）。特
定の実施例において、第２ＰＵＣＣＨフォーマットが例えば最大２２ビットのような多数
のＨＡＲＱ－ＡＣＫビットを伝送するのに利用されることができる。
【００７６】
　図７は、本発明によるＴＴＩの１つのスロットでのＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送のための第２
ＰＵＣＣＨフォーマット構造の一例を示す。図７に示された伝送装置７００の実施例は、
例示的なものであって、本発明の範囲を逸脱することなく、他の実施例を利用することが
できる。
【００７７】
　図７に示されたように、ＴＴＩは、２つのスロットを含み、それぞれのスロット７１０
は、ＲＢでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号またはＲＳを伝送するための
【００７８】
【数１０】

【００７９】
　個のシンボルを含む。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の伝送は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭを利用す
る。ブロックコードとＱＰＳＫをそれぞれ利用するエンコーディング及び変調後に、同一
のＨＡＲＱ－ＡＣＫビット７２０のセットは、ＯＣＣ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｃｏｖｅ
ｒｉｎｇ　Ｃｏｄｅ）７２５の要素によってマルチプレキシングされた後（７３０）、Ｄ
ＦＴプレコーディングされる（７４０）。例えばＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の伝送のためのス
ロット当たり５個のＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭシンボルに対して長さ５のＯＣＣが使用される
。出力は、ＩＦＦＴ　７５０を通過した後、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭシンボル７６０にマッ
ピングされる。前記動作は、線形的なのでその相対的な手順は変わってもよい。同一また
は異なるＨＡＲＱ－ＡＣＫビットがＴＴＩの第２スロットで伝送されることができる。Ｒ
Ｓは、それぞれのスロットで伝送され、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の一貫性ある復調を可能に
する。ＲＳは、ＩＦＦＴ　７８０を通過し、さらに他のＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭシンボル７
９０にマッピングされる長さ
【００８０】
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【数１１】

【００８１】
　のＺＣシーケンス７７０から構成される。
【００８２】
　ＵＥ　１１４へのＰＤＳＣＨ伝送またはＵＥ　１１４からのＰＵＳＣＨ伝送は、動的に
スケジューリングされるか、半永続的に（ｓｅｍｉ－ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔｌｙ）スケジ
ューリング（ＳＰＳ）されることができる。動的伝送は、ＰＤＣＣＨによって伝達され、
ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨ伝送パラメータを提供するフィールドを含むＤＣＩフォーマ
ットによってトリガリングされ、ＳＰＳ伝送パラメータは、上位階層シグナリング、例え
ばＲＲＣシグナリングを介してｅＮＢ　１０２からＵＥ　１１４に対して構成される。Ｐ
ＤＳＣＨ伝送をスケジューリングするＤＣＩフォーマットは、ＤＬ　ＤＣＩフォーマット
であると言い、ＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリングするＤＣＩフォーマットは、ＵＬ　Ｄ
ＣＩフォーマットであると言う。
【００８３】
　ＴＤＤ通信システムにおいて、一部のＴＴＩにおける通信方向はＤＬであり、他のＴＴ
Ｉにおける通信方向はＵＬである。表１は、フレーム期間（ｆｒａｍｅ　ｐｅｒｉｏｄ）
とも言う１０個のＴＴＩ（１つのＴＴＩは、１ｍｓｅｃの持続期間を有する）に該当する
期間のＵＬ－ＤＬ構成を示す。表１で“Ｄ”は、ＤＬ　ＴＴＩを示し、“Ｕ”は、ＵＬ　
ＴＴＩを示し、“Ｓ”は、ＤｗＰＴＳと言うＤＬ伝送フィールドと、ａ　ＧＰ（Ｇｕａｒ
ｄ　Ｐｅｒｉｏｄ）と、ＵｐＰＴＳと言うＵＬ伝送フィールドを含むスペシャル（ｓｐｅ
ｃｉａｌ）ＴＴＩを示す。全体持続期間が１つのＴＴＩに該当する条件の下でスペシャル
ＴＴＩでのそれぞれのフィールドの持続期間に複数個の組合が存在する。
【００８４】
【表１】

【００８５】
　ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成
【００８６】
　ＴＤＤシステムにおいて、多数のＤＬ　ＴＴＩでのＰＤＳＣＨ受信に対応するＵＥ　１
１４からのＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の伝送は、同一のＵＬ　ＴＴＩで行われることができる
。ＵＥ　１１４からのＰＤＳＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースの関連された受信に
対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号伝送が行われるＭ個のＤＬ　ＴＴＩをＭのサイズを有するバ
ンドリングウィンドウ（Ｂｕｎｄｌｉｎｇ　Ｗｉｎｄｏｗ）と言う。ＴＤＤ動作の１つの
結果は、同一のＴＴＩで異なる周波数を使用してＤＬシグナリングとＵＬシグナリングが
すべて支援されることができるＦＤＤの場合には、データＴＢ受信に対応するＵＥ　１１
４またはｅＮＢ　１０２からのＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号伝送が早期に起きないことがあるこ
とを示す。表２は、ＤＬ　ＴＴＩ　ｎ－ｋを示す。ここで、
【００８７】
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【数１２】

【００８８】
　であり、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号伝送は、ＵＬ　ＴＴＩ　 ｎ　よりなる（ＲＥＦ３参照
）。例えば、ＴＤＤ動作とＵＬ－ＤＬ構成５に対して、ＴＴＩ番号９でのデータＴＢ受信
に対応するＵＥ　１１４からのＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号伝送が１３個のＴＴＩ以後に起きる
のに対し、ＦＤＤ動作に対しては、ＴＴＩでのデータＴＢ受信に対応するＵＥ　１１４か
らのＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号伝送が常に４個のＴＴＩ以後に起きる。表２からバンドリング
ウィンドウサイズは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号伝送が起きるＵＬ　ＴＴＩに依存し、ＴＤＤ
　ＵＬ－ＤＬ構成０に対してバンドリングウィンドウサイズは、０（例えば、ＴＴＩ＃３
及びＴＴＩ＃８に対して）であることができることが分かる。
【００８９】
【表２】

【００９０】
　下向きリンク連携セットインデックス
【００９１】

【数１３】

【００９２】
　ＴＤＤシステムのための追加的なＨＡＲＱレイテンシーを収容するために、ＨＡＲＱプ
ロセスの最大個数は、ＦＤＤシステムのためのＨＡＲＱプロセスの最大個数より大きくな
ければならない。ＤＬ動作及びＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成２，３，４，５の場合、８個以上
のＨＡＲＱプロセスが必要であり、それぞれのＤＣＩフォーマットでのそれぞれのＤＬ　
ＨＡＲＱプロセス個数フィールドは、４ビットを含む一方で、ＤＬ　ＨＡＲＱプロセスの
最大個数が８個であるＦＤＤシステムの場合には３ビットを含む。
【００９３】
　ＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、２ビットのＤＬ割当インデックス（ＤＡＩ）フィールド
を含む。ＤＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩは、ｅＮＢ　１０２がバンドリングウィン
ドウのＤＬ　ＴＴＩでＵＥ　１１４に伝送するＤＬ　ＤＣＩフォーマットに対する番号を
示すカウンターである（ＲＥＦ２及びＲＥＦ３参照）。ＤＡＩフィールドの値を使用する
ことによって、ＵＥ　１１４は、以前ＤＬ　ＴＴＩでＤＣＩフォーマットの検出の失敗可
否を判断し、それぞれのバンドリングウィンドウに対してＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号伝送にこ
のようなイベントを含ませることができる（ＲＥＦ３参照）。付加的に、ＵＬ　ＤＣＩフ
ォーマットは、関連されたバンドリングウィンドウのそれぞれのＴＴＩでＵＥ　１１４に
伝送されるＤＬ　ＤＣＩフォーマット（ＰＤＳＣＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリース）
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）。ＵＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールドの値を利用してＵＥ　１１４は、Ｐ
ＤＳＣＨ受信のために構成されたＴＭによってそれぞれのバンドリングウィンドウで多数
のＤＣＩフォーマットのためのそれぞれのＰＵＳＣＨでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を提供する
。例えば、特定条件によって（ＲＥＦ３参照）、ＵＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＰＤＳＣ
ＨまたはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリースのそれぞれの伝送をスケジューリングする１，２，
３及び０または４個のＤＬ　ＤＣＩフォーマットに該当するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のＰＵ
ＳＣＨでの伝送を示す数値である
【００９４】
【数１４】

【００９５】
　にマッピングされる‘００’、‘０１’、‘１０’、‘１１’の値を有する２ビットの
ＤＡＩフィールドを含むことができる。（ＵＥ　１１４は、ＰＤＳＣＨまたはＳＰＳ　Ｐ
ＤＳＣＨリリースをスケジューリングする少なくとも１つのＤＬ　ＤＣＩフォーマットを
検出する場合、４を選択し、そうではなければ、０を選択する（ＲＥＦ３参照））。また
、少なくともＤＬ　ＴＴＩよりＵＬ　ＴＴＩの個数が多いＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成０に対
して、ＵＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＰＵＳＣＨスケジューリングが第１ＵＬ　ＴＴＩに
適用されるか、第２ＵＬ　ＴＴＩに適用されるか、第１及び第２ＵＬ　ＴＴＩに共に適用
されるかを示すＵＬインデックスフィールドを含む（ＲＥＦ２参照）。
【００９６】
　付加的に、ＴＤＤセルに対して表２に示されたように、Ｍ＞１個のＤＬ　ＴＴＩ中にＵ
ＥからのＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送は、同一のＵＬ　ＴＴＩで行われることができる。それぞ
れのＰＵＣＣＨ資源拡張を避けるために、ＰＵＣＣＨ資源は、Ｍ＞１個のＤＬ　ＴＴＩ各
々に対して別に決定されなければならないので、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＡＲＯ（
Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｏｆｆｓｅｔ）フィールドを含む
ことができる（ＲＥＦ２参照）。このようなＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＥＰＤＣＣＨ
で伝送されることができる。ＡＲＯフィールドは、例えば２ビットを含むことができ、異
なるＤＬ　ＴＴＩに該当するＰＵＣＣＨ資源を圧縮し、ＵＥ間のＰＵＣＣＨ資源衝突を避
けるために、それぞれのＤＬ　ＴＴＩ中に（ＲＥＦ３参照）、ＵＥ　１１４が決定するＰ
ＵＣＣＨ資源を相殺させるのに使用されることができる。インデックスｍ＝０によって表
現されるバンドリングウィンドウ内の第１ＤＬ　ＴＴＩ中に、ＡＲＯフィールドのマッピ
ングは、ＦＤＤと同一であり、同一のＤＬ　ＴＴＩに該当するＰＵＣＣＨ資源の圧縮を助
ける。インデックス０＜ｍ＜Ｍで表現される残りそれぞれのＤＬ　ＴＴＩ中に、ＡＲＯフ
ィールドのマッピングは、異なるＤＬ　ＴＴＩに該当するＰＵＣＣＨ資源の圧縮を助ける
ことができる。表３は、ＤＬ　ＴＴＩでＵＥ　１１４が受信するＤＬ　ＤＣＩフォーマッ
ト内のＡＲＯフィールドの値をＵＥ　１１４がそれぞれのＰＵＣＣＨ資源を決定するのに
適用するオフセットにマッピングすることを示す。
【００９７】

【数１５】

【００９８】
　は、ＤＬ　ＴＴＩ　ｎ－ｋｉ１でのＵＥへのＥＰＤＣＣＨ伝送のために構成されるＤＬ
資源セットｑにおけるＣＣＥの個数を示す（ＲＥＦ３参照）。
【００９９】
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【表３】

【０１００】
　ＴＤＤでのＤＬ　ＤＣＩフォーマット内のＡＲＯフィールドの
【０１０１】

【数１６】

【０１０２】
　値へのマッピング
【０１０３】
　小さい帯域幅を有するキャリアの利用率を向上させるか、異なるキャリア周波数を介し
た通信を容易にするために、通信システムは、異なるセルに該当するキャリアの集成を含
むことができる。例えば、１つのキャリアは、１０ＭＨｚのＢＷを有することができ、他
のキャリアは、１．４ＭＨｚのＤＬ　ＢＷを有することができる。または、１つのキャリ
アが９００ＭＨｚの周波数で動作し、他のキャリアが３．５ＧＨｚの周波数で動作しても
よい。したがって、ＰＤＣＣＨ伝送のスペクトル効率が小さいＤＬ　ＢＷで一般的に低い
ので、１０ＭＨｚのＤＬ　ＢＷを有するキャリアから１．４ＭＨｚのＤＬ　ＢＷを有する
キャリアでＰＤＳＣＨをスケジューリングすることが好ましいことがある（クロスキャリ
アスケジューリング）。また、キャリア周波数に対して経路損失がさらに大きくて、制御
情報がデータ情報よりさらに高い検出信頼性を必要とし、再伝送からの利益を得ることが
できないので、ＰＤＳＣＨを９００ＭＨｚキャリアから３．５ＧＨｚのキャリアでスケジ
ューリングすることが好ましいことがある。
【０１０４】
　キャリア集成（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ（ＣＡ））において、それぞ
れのキャリアは、セルを示す。ＵＥ　１１４は、ＰＤＳＣＨ受信（ＤＬ　ＣＡ）またはＰ
ＵＳＣＨ伝送（ＵＬ　ＣＡ）のために１つ以上のセルに対して上位階層シグナリングを介
してＥＮＢ　１０２によって構成されることができる。ＤＬ　ＣＡまたはＵＬ　ＣＡで構
成されたＵＥ　１１４に対して、それぞれのＰＤＣＣＨにおけるＵＥ－共通（ＵＥ－ｃｏ
ｍｍｏｎ）制御情報とそれぞれのＰＵＣＣＨにおけるＳＰＳ　ＰＤＳＣＨまたはＵＣＩが
プライマリーセル（ＰＣｅｌｌ）と言う単一セルの下向きリンクと上向きリンクでそれぞ
れ伝送される。他のセルは、セカンダリーセル（ＳＣｅｌｌ）と言う。
【０１０５】
　ＣＡにおいて、ｅＮＢ　１０２は、第１セルでＤＣＩフォーマットを伝送するＰＤＣＣ
Ｈを伝送することによって、第２セルでＵＥ　１１４をスケジューリングすることができ
る。このような機能をクロスキャリアスケジューリングであると言い、ＤＣＩフォーマッ
トは、それぞれのセルに該当する値を有するキャリア指示子フィールド（Ｃａｒｒｉｅｒ
　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｆｉｅｌｄ；ＣＩＦ）を含む。例えば、３ビットで構成されたＣ
ＩＦと５個のセルで構成されたＵＥ　１１４の場合、それぞれの二進ＣＩＦ値は、‘００
０’、‘００１’、‘０１０’、‘０１１’及び‘１００’になって、５個のセルをそれ
ぞれ示すことができる。ＵＥ　１１４が２個のセルのＣＡとクロスキャリアスケジューリ
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ングで構成される場合、すべてのＰＤＣＣＨは、ＰＣｅｌｌで伝送される。ＦＤＤキャリ
ア（セル）とＴＤＤキャリア（セル）の間のＣＡは、ＴＤＤ及びＦＤＤスペクトル利用の
柔軟性を増加させ、モード間のハンドオーバーなしに負荷均衡（ｌｏａｄ　ｂａｌａｎｃ
ｉｎｇ）を向上させ、無視することができる遅延とのバックホール連結に対してＴＤＤ動
作と関連されたＵＣＩ報告レイテンシー（ＵＣＩ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｔｅｎｃｙ
）を防止する。
【０１０６】
　ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌ間のＣＡを支援するために、複数の付加的な
様相が存在する。このような付加的な様相は、ＦＤＤセルとＴＤＤセルでのＰＤＳＣＨ受
信に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のためのペイロードの決定と、単一セルＴＤＤ動作に
特定化されたＤＣＩフォーマット情報フィールドがＦＤＤセルとＴＤＤセルガンのＣＡの
場合に維持されなければならないかに対する判断、及びＦＤＤセルからＴＤＤセルへのク
ロスキャリアスケジューリングの支援を含む。ＦＤＤとＴＤＤ単一セル動作に対して異な
るＤＣＩフォーマット情報フィールドは、ＴＤＤ動作の場合にさらに大きいＤＬ　ＨＡＲ
Ｑプロセス個数フィールドのサイズと、ＤＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールド
の存在、ＵＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールドの存在、少なくともＴＤＤ　Ｕ
Ｌ－ＤＬ構成０に対するＵＬインデックスフィールドの存在、及びＡＲＯフィールドに対
する値のマッピングを含む。また、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌは、ＵＥ（例えばＵＥ　１１４）
がすべてのＴＴＩでＵＬ信号を伝送するようにし、多くの典型的な動作シナリオでＤＬト
ラフィックがＵＬトラフィックより実質的に大きいため、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌで多数のＵ
Ｌ　ＴＴＩを低減するか、または除去することが有利であることができる。
【０１０７】
　ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ間のＣＡを支援するための複数の追加的な側
面が存在する。そのうち１つは、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマット
の伝送に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでの伝送のためのＵＬ　Ｔ
ＴＩを決定することと、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ両方のためのＤＬ　Ｄ
ＣＩフォーマットの伝送に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のために組合されたペイロード
を決定するものである。さらに他の側面は、ＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドとＤ
ＡＩフィールドを含むＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＤＣＩフォーマット内の多様なフィー
ルドの存在と寸法化を決定することと、ＤＬ　ＤＣＩフォーマット内のＡＲＯフィールド
と、ＵＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールドまたはＵＬインデックスフィールド
の値をマッピングするものである。さらに他の側面は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌまたはＦＤＤ
　ＳＣｅｌｌでＵＥ　１１４からのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の伝送を支援するものである。
さらに他の側面は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＦＤＤ　ＳＣｅｌｌへのクロスキャリアスケジ
ューリングを支援するものである。
【０１０８】
　本発明の特定実施例は、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌまたはＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＦＤＤセルと
ＴＤＤセルの集成のためのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ペイロードを決定するメカニズムを提供
する。また、本発明の特定実施例は、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌまたはＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＳ
ＣｅｌｌからＵＥへのＰＤＳＣＨ伝送（ＤＬ　ＤＣＩフォーマット）をスケジューリング
するＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールドまたはＡＲＯフィールドのＤＬ　ＨＡＲＱ
プロセス個数フィールドの存在、サイズまたは機能を決定するか、ＳＣｅｌｌでＵＥから
のＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリングするＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールドまた
はＵＬインデックスフィールドの存在、サイズまたは機能を決定するメカニズムを提供す
る。本発明の特定実施例は、ＦＤＤスケジューリングセルからＴＤＤスケジューリングさ
れるセルへのクロスキャリアスケジューリングまたはＴＤＤスケジューリングセルからＦ
ＤＤスケジューリングされるセルへのクロスキャリアスケジューリングを支援するメカニ
ズムを提供する。また、本発明の特定実施例は、ＦＤＤセルとＴＤＤセルの集成で構成さ
れたＵＥのための新しいＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を定義する。
【０１０９】
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　ＦＤＤ－ＴＤＤ　ＣＡ及びＦＤＤＦＣｅｌｌのためのＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロード決定
【０１１０】
　特定実施例において、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌに対してＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の伝送がすべ
てのＵＬ　ＴＴＩで行われることができる。ＴＴＩ　ｎ＋ｋでのＵＥ　１１４からのＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫ信号の伝送は、ＴＴＩ　ｎでのＰＤＳＣＨ受信に対応して行われる。ＦＤＤ
　ＰＣｅｌｌに対してｋ＝４である。ＴＤＤセルが（１つ以上が場合に）同一のＴＤＤ　
ＵＬ－ＤＬ構成を利用するＦＤＤセルとＴＤＤセルを含むＣＡ動作において、ＵＥ　１１
４から伝送されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号のペイロードは、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのそ
れぞれのＴＴＩがＵＬ　ＴＴＩであるか否かに依存することができる。ＴＤＤ　ＳＣｅｌ
ｌでのＴＴＩがＵＬ　ＴＴＩではない場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードは、ＵＥ　１１
４に対して構成されるすべてのＴＤＤ　ＳＣｅｌｌを含むことによって決定し、そうでは
なければ、ＦＤＤセルのみが含まれる。ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ
構成が物理階層シグナリング、例えばＰＤＣＣＨによって伝送されるＤＣＩフォーマット
によってＵＥ　１１４のために適応的に構成される場合、上位階層シグナリング、例えば
ＲＲＣシグナリングによってＵＥ　１１４に対して構成される参照ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構
成がＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を生成し、それぞれのペイロードを決定するのに使用される。
【０１１１】
　第１方法によれば、ＵＥ　１１４が
【０１１２】
【数１７】

【０１１３】
　セルと、
【０１１４】
【数１８】

【０１１５】
　セルで２個のデータＴＢを支援するＰＤＳＣＨ　ＴＭで構成され、
【０１１６】
【数１９】

【０１１７】
　セルと、
【０１１８】

【数２０】

【０１１９】
　セルで２個のデータＴＢを支援するＰＤＳＣＨ　ＴＭで構成されれば、ＵＥ　１１４は
、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのそれぞれのＴＴＩがＵＬ　ＴＴＩではなければ、
【０１２０】

【数２１】

【０１２１】
　個の情報ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードを決定し、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのそれ
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【０１２２】
【数２２】

【０１２３】
　個の情報ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードを決定する。
【０１２４】
　図８は、本発明の第１方法を利用してＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのため
のＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードを決定する例を示す。図８に示されたＦＤＤ　ＰＣｅｌｌ
とＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードを決定する実施例は、例示的
なものであって、本発明の範囲を逸脱することなく、他の実施例を利用してもよい。
【０１２５】
　図８に図示された例において、ＵＥ　１１４は、ＵＥ　１１４に対してＰＣｅｌｌであ
る第１ＦＤＤセル８１０と、第２ＦＤＤセル８２０、第１ＴＤＤセル８３０及び第２ＴＤ
Ｄセル８４０で構成される。ＵＥ　１１４からのＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の伝送は、ＦＤＤ
　ＰＣｅｌｌで行われる。説明を簡単にするために、図８に図示された例は、ＵＥ　１１
４が２個のデータＴＢを伝送するＰＤＳＣＨ　ＴＭで構成されるものと仮定する。また、
ＵＥ　１１４がそれぞれのＴＴＩでＰＤＳＣＨを受信しないセルに対してＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋ情報ビットを伝送する場合、ＵＥ　１１４は、それぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビット
に対する値をＮＡＣＫに設定する。これによって、データＴＢ受信の不在（ＤＴＸ）と誤
ったデータＴＢの検出（ＮＡＣＫ）が同一のＨＡＲＱ－ＡＣＫビット値（ＮＡＣＫ／ＤＴ
Ｘ状態）で表現される。ＴＴＩ＃０で、ＵＥ　１１４は、第１ＦＤＤセル８５０と第１Ｔ
ＤＤセル８５２でＰＤＳＣＨを受信し、図８に示されたような第２ＰＵＣＣＨフォーマッ
ト８５４を使用してＴＴＩ＃４でそれぞれのＰＤＳＣＨ受信に対する
【０１２６】

【数２３】

【０１２７】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを伝送する（またはＵＥ　１１４がＴＴＩ＃４でＰＵ
ＳＣＨ伝送を行い、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時伝送のために構成されない場合には、
ＰＵＳＣＨで伝送する）。ＴＴＩ＃２で、ＵＥ　１１４は、第２ＦＤＤセル８６０でＰＤ
ＳＣＨのみを受信し、ＴＴＩ＃２がＴＤＤセルのためのＵＬ　ＴＴＩであり、ＰＤＳＣＨ
を伝送することができないので、第２ＰＵＣＣＨフォーマット８６４を利用してＴＴＩ＃
６で
【０１２８】
【数２４】

【０１２９】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを伝送する。ＴＴＩ＃３で、ＵＥ　１１４は、第２Ｔ
ＤＤセル８７０でＰＤＳＣＨのみを受信し、第２ＰＵＣＣＨフォーマット８７４を利用し
てＴＴＩ＃７で
【０１３０】
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【数２５】

【０１３１】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを伝送する。最終的に、ＴＴＩ＃５でＵＥ　１１４は
、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌ　８８０でＰＤＳＣＨのみを受信し、例えば図６に示されたような
第１ＰＵＣＣＨフォーマット８８４を利用してＴＴＩ＃９で
【０１３２】

【数２６】

【０１３３】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを伝送する。ｅＮＢ　１０２は、第２ＰＵＣＣＨフォ
ーマットに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号伝送の不在（または第１ＰＵＣＣＨフォーマット
に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号伝送の存在）を検出することによって、ＦＤＤ　ＰＣｅｌ
ｌでのＰＤＳＣＨを除いたどんなＰＤＳＣＨも受信しないことを類推することができる。
また、ＵＥ　１１４がＴＴＩでどんなＰＤＳＣＨ（またはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリース）
も受信しない場合、ＵＥ　１１４は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号を伝送しない。
【０１３４】
　ＦＤＤ－ＴＤＤＣＡ及びＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのためのＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送のためのペ
イロード及びＵＬ　ＴＴＩ決定
【０１３５】
　特定実施例において、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌの場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の伝送は、Ｕ
Ｌ　ＴＴＩのみで起きることができる。ＴＴＩ　ｎでＵＥ　１１４からのＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋ信号の伝送は、ＴＴＩ　ｎ－ｋでＵＥ　１１４によるＰＤＳＣＨ受信に応答して行われ
る。ここで、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌに対して、表２に示されたように、ｋ∈Ｋである（ＲＥ
Ｆ３参照）。ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌとＴＤＤ　ＰＣｅｌｌ間のＣＡに対して、ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫペイロードは、以後に説明されるように、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのバンドリングウィン
ドウサイズ
【０１３６】

【数２７】

【０１３７】
　とＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに対するＤＬ連携セットインデックス
【０１３８】

【数２８】

【０１３９】
　に依存する。ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのそれぞれのＴＴＩがＵＬ　ＴＴＩであるＦＤＤセ
ルでＴＴＩを収容するために、バンドリングウィンドウサイズ
【０１４０】

【数２９】

【０１４１】
　は、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのために定義されることができる。
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【０１４２】
　ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＤＬ連携セットインテックス
【０１４３】
【数３０】

【０１４４】
　を決定する第１方法は、ＵＥ　１１４がＰＤＳＣＨを受信し、データＴＢをデコーディ
ングするＤＬ　ＴＴＩとＵＥ　１１４がそれぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送するＵＬ
　ＴＴＩ間のレイテンシーを最小化することを考慮する。表４は、ＤＬ　ＴＴＩ　ｎ－ｋ
を示す。ここで、
【０１４５】

【数３１】

【０１４６】
　であり、ＤＬ　ＴＴＩ　ｎ－ｋ中にＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでデータＴＢを伝送するＰＤＳ
ＣＨの受信に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の伝送はＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴ
Ｉ　ｎで行われる。
【０１４７】
【表４】

【０１４８】
　下向きリンク連携セットインデックス
【０１４９】

【数３２】

【０１５０】
　表４のＤＬ連携セットインデックス
【０１５１】

【数３３】

【０１５２】
　がＵＥ　１１４がＰＤＳＣＨを受信し、それぞれのデータＴＢをデコーディングするＤ
Ｌ　ＴＴＩとＵＥ　１１４がそれぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送するＵＬ　ＴＴＩ間
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のレイトンスを最小化するが、このようなレイトンスはそれぞれのＵＬ　ＴＴＩで伝送さ
れるＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ペイロードの不均衡をもたらす。例えば、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ
構成１の場合、最大４個のＤＬ　ＴＴＩ中のデータＴＢの検出に相当するＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋ情報がＵＬ　ＴＴＩ＃２で伝送される一方で、最大１つのＤＬ　ＴＴＩ中のデータＴＢ
の検出に相当するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報がＴＴＩ＃３で伝送される。このような不均衡は
、異なるＵＬ　ＴＴＩで伝送されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報に関する不均等な受信信頼性と
不均等なカバレージをもたらす。
【０１５３】
　ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＤＬ連携セットインデックス
【０１５４】
【数３４】

【０１５５】
　を決定する第２方法は、表２のＤＬ連携セットインデックスＫがＴＤＤ　ＰＣｅｌｌの
ために使用されると仮定しながら、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ両方のため
のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ペイロードの均衡を考慮する。表５は、ＤＬ　ＴＴＩ　ｎ－ｋを
示す。ここで、
【０１５６】

【数３５】

【０１５７】
　であり、ＤＬ　ＴＴＩ　ｎ－ｋ中にＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのデータＴＢの受信に対応す
るＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の伝送がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴＩ　ｎで行われる。
【０１５８】
【表５】

【０１５９】
　下向きリンク連携セットインデックス
【０１６０】
【数３６】

【０１６１】
　第２方法は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌ間で拡張されることができる。
ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌに対するＤＬ連携セットインデックスＫは、表２に示された通りであ
り、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌに対するＤＬ連携セットインデックスＫは、表６に示された通り
である。
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【０１６２】
【表６】

【０１６３】
　ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌに対する下向きリンク連携セットインデックス
【０１６４】
【数３７】

【０１６５】
　ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに対するＤＬ連携セットインデックス
【０１６６】
【数３８】

【０１６７】
　を決定するための第１方法または第２方法は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報に対する報告レイ
テンシー（ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｔｅｎｃｙ）を最小化するもののように性能メトリ
ックを最適化するか、異なるＵＬ　ＴＴＩでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ペイロードの均衡を向
上させることを目標とする。しかし、２つの方法は、いずれも単一ＴＤＤセルに対するＤ
Ｌ連携セットインデックスＫの決定に関する重要な変化を示す。結果的に、関連したセル
がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌ（または単一ＴＤＤセル）であるか、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌであるか
によって、スケジューリングのためのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の他の方式の処理がｅＮＢ　
１０２で必要であり、他の方式のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の生成がＵＥ　１１４で必要であ
る。
【０１６８】
　ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＤＬ連携セットインデックス
【０１６９】
【数３９】

【０１７０】
　を決定するための第３方法は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報に関
してＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに対するｅＮＢ　１０２のプロセッシングまたはＵＥ　１１４の
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の生成及び報告の変更を最小化することを考慮する。表７は、ＤＬ
　ＴＴＩ　ｎ－ｋを示す。ここで、
【０１７１】
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【数４０】

【０１７２】
　であり、ＤＬ　ＴＴＩｎ－ｋ中にＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのデータＴＢの受信に対応する
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の伝送がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴＩ　ｎで行われる。
【０１７３】

【表７】

【０１７４】
　下向きリンク連携セットインデックス
【０１７５】

【数４１】

【０１７６】
　ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに対するＤＬ連携セットインデックス
【０１７７】

【数４２】

【０１７８】
　（一部ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成に対しては、第２方法と第３方法で同一である）を決定
するための前記方法の組合は、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成に依存するものと見なされること
ができる。例えば、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成０に対して表５を考慮することができる一方
で、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成３に対しては、表７を考慮することができる。また、ＴＤＤ
セルに対するそれぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を報告するための表２のＤＬ　ＴＴＩの配
置とは異なって、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに対するそれぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を報告す
るためのＤＬ　ＴＴＩの配置は、ＤＬ　ＴＴＩの手順による。これは、ＴＤＤセルにおけ
る特別な（ｓｐｅｃｉａｌ）ＤＬ　ＴＴＩに対して、同一のインデックスのＤＬ　ＴＴＩ
がＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでの一般的なＤＬ　ＴＴＩだからである。
【０１７９】
　ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌで構成されたＵＥ　１１４のためのＵＬ　Ｔ
ＴＩでのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のペイロードは、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに対するＤＬ連携セ
ットインデックス
【０１８０】
【数４３】
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【０１８１】
　から決定することができる。例えば、（表５と表７で同一のＤＬ連携セットインデック
ス
【０１８２】
【数４４】

【０１８３】
　を有する）ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成２，４，５または６の場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報
のペイロードは、
【０１８４】
【数４５】

【０１８５】
　になる。残りＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成の場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のペイロードは、
ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのために使用されるＤＬ連携セットインデックス
【０１８６】
【数４６】

【０１８７】
　によって
【０１８８】
【数４７】

【０１８９】
　になり得る。
【０１９０】
　第１方法において、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌで構成されたＵＥ　１１
４は、セルがＴＤＤセルであるかＦＤＤセルであるかに関係なく、
【０１９１】

【数４８】

【０１９２】
　のバンドリングウィンドウサイズを仮定することによって、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のペ
イロードを決定する。もし
【０１９３】
【数４９】

【０１９４】
　なら、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌに対してＵＥ　１１４は、
【０１９５】
【数５０】

【０１９６】
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　に相当するＤＬ　ＴＴＩのバンドリングウィンドウでインデックス
【０１９７】
【数５１】

【０１９８】
　であるＤＬ　ＴＴＩに該当するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットをＤＴＸに設定することが
できる。
【０１９９】
　図９は、本発明による第１方法を利用してＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌの
ためのＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードを決定する例を示す。図９に示されたＴＤＤ　ＰＣｅ
ｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードの実施例は、例示的なも
のであって、本発明の範囲を逸脱することなく、他の実施例が利用されることができる。
【０２００】
　図９に図示された例において、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌ　９１０とＦＤＤ
　ＳＣｅｌｌ　９２０で構成される。ＵＬ　ＴＴＩ＃１２　９３０で、ＵＥ　１１４は、
ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送する。ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌに対して、
ＵＥ　１１４は、ＴＴＩ＃４　９４０、ＴＴＩ＃５　９４２、ＴＴＩ＃６　９４４及びＴ
ＴＩ＃８　９４６を含む１つ以上のＤＬ　ＴＴＩでの１つ以上のＰＤＳＣＨの受信に対応
してＵＬ　ＴＴＩ＃２でＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送する。したがって、
【０２０１】

【数５２】

【０２０２】
　になる。ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌの場合、ＵＥ　１１４は、ＴＴＩ＃４　９５０、ＴＴＩ＃
５　９５２、ＴＴＩ＃６　９５４、ＴＴＩ＃７　９５６及びＴＴＩ＃８　９５８を含む１
つ以上のＤＬ　ＴＴＩでの１つ以上のＰＤＳＣＨ受信に対応してＵＬ　ＴＴＩ＃２でＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送する。従って、
【０２０３】

【数５３】

【０２０４】
　になる。
【０２０５】

【数５４】

【０２０６】
　なので、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌの両方に対して
【０２０７】

【数５５】

【０２０８】
　に相当するＤＬ　ＴＴＩの同一のバンドリングウィンドウサイズに対してＵＥ　１１４
は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのための最後の（仮想の）
【０２０９】



(34) JP 6416201 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

【数５６】

【０２１０】
　のＤＬ　ＴＴＩｓに該当するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をＤＴＸ（またはＮＡＣＫ）に設定
することができる。
【０２１１】
　結果的に、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成２と４の場合のように、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌが
【０２１２】

【数５７】

【０２１３】
　のバンドリングウィンドウサイズを有するとき、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌは、
【０２１４】

【数５８】

【０２１５】
　のバンドリングウィンドウサイズを有する。４より大きいバンドリングウィンドウサイ
ズは、チャネル選択によるＰＵＣＣＨフォーマット１ｂを利用したＨＡＲＱ－ＡＣＫマル
チプレキシングと（ＲＥＦ３参照）図３に図示された例のような伝送構造の使用を不可能
にする。これは、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌが
【０２１６】

【数５９】

【０２１７】
　のサイズを有するとき、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌの１つの動作モード（チャネル選択による
ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂを利用したＨＡＲＱ－ＡＣＫマルチプレキシング）であるこ
とができる。
【０２１８】
　チャネル選択によるＰＵＣＣＨフォーマット１ｂを利用したＨＡＲＱ－ＡＣＫ使用を可
能にする第１代案において、
【０２１９】
【数６０】

【０２２０】
　である場合、有効バンドリングウィンドウサイズ
【０２２１】
【数６１】

【０２２２】
　は、
【０２２３】
【数６２】
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【０２２４】
　として定義されることができる。有効バンドリングウィンドウサイズ
【０２２５】
【数６３】

【０２２６】
　が意味することは、バンドリングウィンドウサイズ
【０２２７】

【数６４】

【０２２８】
　が存在しても、ＵＥ　１１４は、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌで
【０２２９】

【数６５】

【０２３０】
　に相当するＴＴＩではなく、
【０２３１】

【数６６】

【０２３２】
　に相当するＴＴＩのみでスケジューリングされるものと期待することができるというこ
とである。ＵＥ　１１４は、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのＴＴＩでのＰＤＳＣＨ受信をスケジュ
ーリングするＤＬ　ＤＣＩフォーマットに含まれたＤＡＩフィールドに基づいて前記ＴＴ
ＩをそれぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報と関連させることができる。ＰＤＳＣＨが同一のバ
ンドリングウィンドウでＵＥ　１１４に伝送される
【０２３３】
【数６７】

【０２３４】
　ＰＤＳＣＨであることを示すＤＡＩ値を有するＤＬ　ＤＣＩフォーマットをＵＥ　１１
４が検出すれば、ＵＥ　１１４は、同一のバンドリングウィンドウの次のＴＴＩでＤＬ　
ＤＣＩフォーマットの検出を無視することができる。例えば図９を参照すれば、ＵＥ　１
１４がＴＴＩ＃４　９５０、ＴＴＩ＃５　９５２、ＴＴＩ＃６　９５４及びＴＴＩ＃７　
９５６でＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに対するＤＬ　ＤＣＩフォーマットを検出する場合、ＵＥ　
１１４は、ＴＴＩ＃８　９５８でＤＬ　ＤＣＩフォーマットの検出を無視する。ＵＥ　１
１４がＴＴＩ＃４　９５０、ＴＴＩ＃５　９５２、ＴＴＩ＃６　９５４及びＴＴＩ＃７　
９５６のうち１つ以上でＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに対するＤＬ　ＤＣＩフォーマットを検出し
なければ、ＵＥ　１１４は、ＴＴＩ＃８　９５８でＤＬ　ＤＣＩフォーマットの検出を考
慮する。ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでの動作のためのそれぞれのＤＬ　ＤＣＩフォーマット内の
ＤＡＩフィールドの導入は、以後に説明する。
【０２３５】
　チャネル選択によるＰＵＣＣＨフォーマット１ｂを利用したＨＡＲＱ－ＡＣＫマルチプ
レキシングの使用を可能にするための第２代案において、
【０２３６】
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【数６８】

【０２３７】
　との間の値を示すＤＡＩフィールドを有するバンドリングウィンドウ内のＴＴＩでのＤ
Ｌ　ＤＣＩフォーマットに該当するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のためにバンドリングを使用す
ることができる。このような時間ドメインバンドリングによって、排他的（ｅｘｃｌｕｓ
ｉｖｅ）ＯＲ（ＸＯＲ）演算を連続的に利用して
【０２３８】

【数６９】

【０２３９】
　との間のインデックスを有するバンドリングウィンドウのそれぞれのＴＴＩでのＰＤＳ
ＣＨ受信のための単一ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を生成する。ＸＯＲ演算はＸＯＲ（０，０）
＝０，ＸＯＲ（０，１）＝１，ＸＯＲ（１，０）＝１，ＸＯＲ（１，１）＝０として定義
される。例えば、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成２または４及び表５または表７に示されたよう
なＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＤＬ連携セットインデックス
【０２４０】
【数７０】

【０２４１】
　に対して、
【０２４２】
【数７１】

【０２４３】
　になる。ＵＥ　１１４がバンドリングウィンドウのすべてのＴＴＩでＤＬ　ＤＣＩフォ
ーマットを検出すれば、最後の２つのＤＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩ値は、それぞ
れ３と４を有し、ＵＥ　１１４は、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのバンドリングウィンドウ
内の最後の２つのＴＴＩに対する単一ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を生成するためにＨＡＲＱ－
ＡＣＫ情報に対するバンドリングを行う。
【０２４４】
　前記例で、ＵＥ　１１４が前記２つのＴＴＩ各々に対するＤＬ　ＤＣＩフォーマットを
検出せず、２つのＤＬ　ＤＣＩフォーマットそれぞれのＤＡＩフィールドの値が３と４で
はなければ、ＵＥ　１１４は、最後の２つのＴＴＩでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のバンドリン
グを行わない。また、ＵＥ　１１４は、前述したＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のバンドリングを
ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌにのみ適用する。この際、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌの場合、ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫ情報のペイロードは、
【０２４５】
【数７２】

【０２４６】
　であり、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のバンドリングは不要である。例えば図９を参照すれば
、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌに対するＤＬ　ＤＣＩフォーマットの検出に該当
するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報はバンドリングしない一方で、前記２つのＤＬ　ＤＣＩフォー
マットそれぞれのＤＡＩフィールドの値がそれぞれ３と４の場合にのみ、すなわちＵＥ　



(37) JP 6416201 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

１１４が
【０２４７】
【数７３】

【０２４８】
　に相当するＴＴＩを含むバンドリングウィンドウのそれぞれのＴＴＩのためのＤＬ　Ｄ
ＣＩフォーマットを検出した場合にのみ、ＴＴＩ＃７　９５６とＴＴＩ＃８　９５８中に
ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに対する２つのＤＬ　ＤＣＩフォーマットの検出に該当するＨＡＲＱ
－ＡＣＫ情報のバンドリングを行う。
【０２４９】
　第２代案において、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌで構成されたＵＥ　１１
４は、バンドリングウィンドウサイズ
【０２５０】

【数７４】

【０２５１】
　を仮定することによって、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のペイロードを決定する。例えば、第
２代案は、ＵＥ　１１４がＰＵＣＣＨフォーマット３（ＲＥＦ１参照）を使用してＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ情報を伝送する場合に適用されることができる。ＵＥ　１１４は、セルインデ
ックスによってＴＤＤ　ＰＣｅｌｌは一番目、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌは二番目のように、Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを配列することができる。引き続いて、ＵＥ　１１４は、組合
されたペイロードが１１ビットを超える場合（ＲＥＦ２参照）、デュアルＲＭコードでエ
ンコーディングする前に、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットをインターリビングする。Ｕ
Ｅ　１１４は、全体
【０２５２】
【数７５】

【０２５３】
　ビットのペイロードに対してＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのための
【０２５４】
【数７６】

【０２５５】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのための
【０２５６】
【数７７】

【０２５７】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを生成する。ここで、
【０２５８】

【数７８】

【０２５９】
　は、ＵＥ　１１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌに対して構成されるＰＤＳＣＨ　ＴＭのための
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ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットの個数であり、
【０２６０】
【数７９】

【０２６１】
　は、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに対してＵＥ　１１４が構成されるＰＤＳＣＨ　ＴＭのための
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットの個数である。
【０２６２】
　図９を参照すれば、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌで最大２つのデータＴＢを伝送し、ＦＤＤ　Ｓ
Ｃｅｌｌで１つのデータＴＢを伝送するＰＤＳＣＨ　ＴＭでＵＥ　１１４が構成されるこ
とを意味する
【０２６３】
【数８０】

【０２６４】
　を仮定すれば、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌ　９１０に対する少なくとも１つ
のＤＬ　ＤＣＩフォーマットとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ　９２０に対する少なくとも１つのＤ
Ｌ　ＤＣＩフォーマットを検出し、ＵＬ　ＴＴＩ＃１２　９３０での伝送のためにＴＤＤ
　ＰＣｅｌｌのバンドリングウィンドウのＴＴＩ　９４０，９４２，９４４，９４６のた
めの８個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのバンドリングウィンドウ
のＴＴＩ　９５０，９５２，９５４，９５６，９５８のための５個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情
報ビットを生成する。ＵＥ　１１４がＤＬ　ＤＣＩフォーマットを検出しないＤＬ　ＴＴ
Ｉで、それぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫビットは、ＮＡＣＫ／ＤＴＸに設定されることができ
る。
【０２６５】
　（ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌ上でＵＬ　ＴＴＩに該当するＴＴＩを除くことによって、ＴＤＤ
　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ両方に対して最大バンドリングウィンドウサイズ
【０２６６】

【数８１】

【０２６７】
　を仮定しない）第２代案の長所は、全体ペイロードが固定されたＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報
ビット（各々はＮＡＣＫ／ＤＴＸ値に設定される）を含むことによって、不要に増加しな
いので（全体ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のペイロードが１１のような第１値を超過する場合）
、単一ＲＭコードの代わりに、デュアルＲＭコードが使用される確率を低めるか、全体Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫ情報ペイロードを２３のような第２値以下に減少させるために、同一のＰ
ＤＳＣＨによって伝送される２個のデータＴＢに該当するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットの
バンドリングが使用される確率を低めるものである。
【０２６８】
　ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌの場合、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのスケジューリングのためのＤＬ　
ＤＣＩフォーマット内のＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールド、ＤＡＩフィールド及び
ＡＲＯフィールドとＵＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールド及びＵＬインデック
スフィールド
【０２６９】
　特定実施例において、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌを有するＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでＰＤＳＣＨを
スケジューリングするＤＣＩフォーマット内のＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドに
対して、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送は、（ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌでは、ＰＵＣＣＨを介してまた
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はＦＤＤ　ＰＣｅｌｌまたはＴＤＤ　ＳＣｅｌｌではＰＵＳＣＨを介して）すべてのＴＴ
Ｉで起きることができる。結果的に、ＴＤＤのみを利用しむた動作のように、ＵＥ　１１
４からのＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告のための追加的なレイテンシーが不要になるので、ＦＤＤ
　ＰＣｅｌｌに比べてＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨ伝送のためのさらに多い数のＤ
Ｌ　ＨＡＲＱプロセスを支援する必要がなくなる。
【０２７０】
　したがって、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌの間のＣＡの場合、ＴＤＤ　Ｓ
ＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨスケジューリングのためのさらに多いＨＡＲＱプロセスを行う必
要がないし、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌまたはＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨスケジューリ
ングのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットはＤＬ　ＨＡＲＱプロセスフィールドのための同
一のビット数、例えば、最大８個のＨＡＲＱプロセスを支援するための３ビットを有する
。
【０２７１】
　ＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドと同様に、ＵＥ　１１４からのＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋ情報の伝送は、すべてのＴＴＩで起きることができるので、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのため
のバンドリングウィンドウサイズは、常に１つのＴＴＩと同一である。したがって、ＦＤ
Ｄ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌとの間のＣＡの場合、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＤ
ＳＣＨスケジューリングのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、単一セルＴＤＤ動作の場
合、バンドリングウィンドウでＤＬ　ＤＣＩフォーマットのカウンターとして機能するＤ
ＡＩフィールドを含まない。ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌまたはＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣ
ＨをスケジューリングするＤＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フ
ィールドが同一のサイズを有し、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでＤＬ　ＤＣ
ＩフォーマットにＤＡＩフィールドが存在しなければ、ＰＤＳＣＨがＦＤＤ　ＰＣｅｌｌ
でスケジューリングされるか、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでスケジューリングされるかに関係な
く、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、同一のサイズを有するようになる。
【０２７２】
　付加的に、ＵＥ　１１４からのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の伝送がすべてのＴＴＩで起きる
ことができるので、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマット内のＡＲＯフ
ィールドのマッピングは、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌと同じ方式に行われることができ、これは
、時間ドメインでのＰＵＣＣＨ資源圧縮が不要であるからである。したがって、単一セル
ＴＤＤ動作とは異なって、本発明の特定実施例は、ＤＬ　ＤＣＩフォーマット内のＡＲＯ
フィールドのマッピングがＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのすべてのＤＬ　ＴＴＩで表３のｍ＝0の
場合のようなものとして見做す。
【０２７３】
　ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌからのＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのクロスキャリアスケジューリングの場
合、すべてのＴＴＩでＦＤＤ　ＰＣｅｌｌ上でＤＬ　ＤＣＩフォーマットが伝送されるこ
とができる。この場合、１つのフレームでＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成がさらに多くのＤＬ　
ＴＴＩを有するか、さらに多くのＵＬ　ＴＴＩを有するかに関係なく、ＵＥ　１１４にＰ
ＵＳＣＨ伝送のためのＴＴＩの個数を示すためのＵＬ　ＤＣＩフォーマット内のＵＬイン
デックスフィールドが不要である（ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成０の場合）。ＴＤＤ　ＳＣｅ
ｌｌの場合、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのＴＴＩ　ｎでのＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリングす
るＤＣＩフォーマットがＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのＴＴＩ　ｎ－４で伝送されることによって
、これは、新しいＨＡＲＱタイミングを示唆する。ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌに対するＨＡＲＱ
タイミングが従来の単一セル動作のように維持されたら、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＵＳ
ＣＨスケジューリングのためのＦＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＵＬ　ＤＣＩフォーマットが単一
セルＴＤＤ動作のように、同一のＴＴＩで伝送されるので、ＵＬインデックスフィールド
もＴＤＤ　ＳＣｅｌｌ（ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成０）でのＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリ
ングするＵＬ　ＤＣＩフォーマット内で維持される。
【０２７４】
　ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌの場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の伝送は、すべてのＴＴＩで起きる
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ことができる。ＴＴＩ　ｎ＋４でＵＥ　１１４からのＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の伝送は、Ｔ
ＴＩ　ｎでのＰＤＳＣＨ受信に対応して行われる。ここで、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌに対して
ｋ＝４である。結果的に、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号伝送は、ＴＤＤ
　ＳＣｅｌｌのためのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを含まないか（それぞれのＴＴＩがＵ
Ｌ　ＴＴＩの場合）、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでの単一ＰＤＳＣＨ受信に対応するＨＡＲＱ－
ＡＣＫビットを含む。したがって、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのための最大４個のＴＴＩ（４個
のＤＬ　ＤＣＩフォーマット）のためのＰＵＳＣＨにＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットが含ま
れることを示すことができる２ビットのＤＡＩフィールドが不要であり、ＴＤＤセルのた
めのＵＬ　ＤＣＩフォーマットでのシグナリングオーバーヘッドを防止することができる
。
【０２７５】
　第１方法において、ＰＵＳＣＨをスケジューリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマットにＤ
ＡＩフィールドが含まれない。したがって、ＵＥ　１１４がＦＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＰＤ
ＳＣＨ受信またはＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨ受信に対応して（ＰＵＳＣＨで）Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットをマルチプレキシングすれば、ＵＥ　１１４がそれぞれのＴＴ
ＩでＰＤＳＣＨを受信しないセルに該当するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットをＮＡＣＫ／Ｄ
ＸＴ値に設定することによって、ＵＥ　１１４は、すべてのセルに対するＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋ情報ビットを含むようになる。セルフ－キャリアスケジューリング及びＴＤＤ　ＵＬ－
ＤＬ構成０を除いた表１のすべてのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成の場合、前記第１方法によれ
ば、それぞれのＰＵＳＣＨがＦＤＤセルでスケジューリングされるか、ＴＤＤセルでスケ
ジューリングされるかに関係なく、ＵＬ　ＤＣＩフォーマットが同一のサイズを有するよ
うになる。
【０２７６】
　ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌからＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＵＳＣＨ伝送のためのクロスキャリ
アスケジューリングの場合、前記の結論は、以前に記述したように、異なるＨＡＲＱタイ
ミングが適用され、ＵＬインデックスフィールドがＵＬ　ＤＣＩフォーマットから省略さ
れる場合、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成０にも適用される。
【０２７７】
　図１０は、本発明の第１方法によってそれぞれのＵＥが単一ＴＤＤセルで動作するか、
ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのＣＡで動作するか否かによってＵＬ　ＤＣＩ
フォーマット内のＤＡＩフィールドを使用する例を示す。図１０の流れ図が一連の順次な
段階を示しているが、明白に言及しない限り、特定の実行手順に関するシーケンス、その
段階または部分の同時的やオーバーラップされない順次な実行、または介在される段階や
中間段階なしに排他的に示された段階の実行を類推しない。図示された例のプロセスは、
例えば移動局の伝送装置チェーンによって具現される。
【０２７８】
　図１０に示されたように、ＴＤＤセルでのＰＵＳＣＨスケジューリングのためのＵＬ　
ＤＣＩフォーマットの検出において、ＵＥ　１１４は、それぞれの動作がＴＤＤ単一セル
（ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌを含む）のためのものであるか、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　Ｓ
Ｃｅｌｌのためのものであるかを考慮する（１０１０）。ＵＥ　１１４が（ＴＤＤ　ＵＬ
－ＤＬ構成０を除いたＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を有する）ＴＤＤ単一セルで動作する場合
、ＵＥ　１１４は、ＤＡＩフィールドを含むものと推定し、ＵＬ　ＤＣＩフォーマットを
デコーディングする（１０２０）。ＵＥ　１１４が少なくとも１つのＦＤＤ　ＰＣｅｌｌ
と少なくとも１つのＴＤＤ　ＳＣｅｌｌの間のＣＡによって動作する場合、ＵＥ　１１４
は、ＤＡＩフィールドが存在しないものと推定し、ＵＬ　ＤＣＩフォーマットをデコーデ
ィングする（１０３０）。
【０２７９】
　第２方法において、１ビットのＤＡＩフィールドをＵＬ　ＤＣＩフォーマットに含ませ
て、ＵＥ　１１４が実際にＰＤＳＣＨを受信するか否すと関係なく、ＵＥ　１１４が（Ｐ
ＵＳＣＨで）ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットをマルチプレキシングしなければならないこと
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を示す。第１オプションによれば、ＤＡＩフィールドは、ＳＣｅｌｌにのみ適用されるこ
とができる。第１オプションによれば、ＤＡＩフィールドは、すべてのセルに適用される
ことができる。どんなオプションを使用するかは、システム動作によって定義するか、シ
ステム情報によってシグナリングする。例えば、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌ及びＴＤＤ　ＳＣｅ
ｌｌに関して、‘０’の値を有するＤＡＩフィールドは、それぞれのＰＵＳＣＨでＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫマルチプレキシングが行われないことを示し、‘１’の値を有するＤＡＩフィ
ールドは、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌ（第１オプション）またはＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　
ＳＣｅｌｌ（第２オプション）に該当するＨＡＲＱ－ＡＣＫマルチプレキシングを示す。
ＰＤＳＣＨ（このＰＤＳＣＨに対してそれぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫビットがＰＵＳＣＨに
含まれなければならない）をスケジューリングするＤＬ　ＤＣＩフォーマットがＴＤＤ　
ＳＣｅｌｌで伝送されることができ、ＰＵＳＣＨをスケジューリングするＵＬ　ＤＣＩフ
ォーマットがＦＤＤセルで伝送されることができるので、ＤＡＩフィールドは、ＵＬ　Ｄ
ＣＩフォーマットに含まれる。それでは、ＵＥ　１１４が異なる動作条件を経験すること
ができる異なるセルで２つのＤＣＩフォーマットが伝送されるので、ＵＥ　１１４は、Ｕ
Ｌ　ＤＣＩフォーマットを検出し、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットを逃すことができ、ＤＡＩ
フィールドがなければ、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＨＡＲＱ－ＡＣＫ
情報をＰＵＳＣＨに含ませるか否かを知ることができない。
【０２８０】
　図１１は、本発明の第２方法によってそれぞれのＵＥが単一ＴＤＤセルで動作するか、
ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのＣＡで動作するかによってＵＬ　ＤＣＩフォ
ーマットのＤＣＩフィールドを使用する例を示す。図１１の流れ図が一連の順次な段階を
示しているが、明白に言及しない限り、特定の実行手順に関するシーケンス、その段階ま
たは部分の同時的やオーバーラップされない順次な実行、または介在される段階や中間段
階なしに排他的に示された段階の実行を類推しない。図図示された例のプロセスは、例え
ば移動局の伝送装置チェーンによって具現される。
【０２８１】
　図１１に示されたように、、ＴＤＤセルでのＰＵＳＣＨスケジューリングのためのＵＬ
　ＤＣＩフォーマットの検出において、ＵＥ　１１４は、それぞれの動作がＴＤＤ単一セ
ルのためのものであるか、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのものである
かを考慮する（１１１０）。ＵＥ　１１４がＴＤＤ単一セルで動作する場合、ＵＥ　１１
４は２ビットのＤＡＩフィールドを含むものと推定し、ＵＬ　ＤＣＩフォーマットをデコ
ーディングする（１１２０）。ＵＥ　１１４が少なくとも１つのＦＤＤセルと少なくとも
１つのＴＤＤセル間のＣＡ（ここで、ＦＤＤセルはＰＣｅｌｌである）によって動作する
場合、ＵＥ　１１４は、１ビットのＤＡＩフィールドが含まれるものと推定し、ＵＬ　Ｄ
ＣＩフォーマットをデコーディングする（１１３０）。
【０２８２】
　第３方法において、２ビットのＤＡＩフィールドがＵＬ　ＤＣＩフォーマットに含まれ
るが、その解釈は、単一セルＴＤＤ動作のためのＤＡＩフィールドに関して修正される。
２ビットのＤＡＩフィールドは、例えば‘００’値を利用してＵＥ　１１４が（ＰＵＳＣ
Ｈで）ＨＡＲＱ－ＡＣＫビットをマルチプレキシングしなければならないか否か、例えば
‘０１’値を利用してＵＥ　１１４が第１セットのセルのためのＨＡＲＱ－ＡＣＫビット
をマルチプレキシングしなければならないか否か、例えば‘１０’値を利用してＵＥ　１
１４が第２セットのセルのためのＨＡＲＱ－ＡＣＫビットをマルチプレキシングしなけれ
ばならないか否か、そして例えば‘１１’値を利用してＵＥ　１１４がすべてのセルのた
めのＨＡＲＱ－ＡＣＫビットをマルチプレキシングしなければならないか否かを示すこと
ができる。第１セットのセルと第２セットのセルは、上位階層シグナリングを介してあら
かじめＵＥ　１１４に対して構成されることができる。例えば、２個のセルのＣＡの場合
、第１セットのセルは、ＰＣｅｌｌのみを含むことができ、第２セットのセルはＴＤＤ　
ＳＣｅｌｌのみを含むことができる。
【０２８３】
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　図１２は、本発明の第３方法によってそれぞれのＵＥが単一ＴＤＤセルで動作するか、
ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌとＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのＣＡで動作するかによってＵＬ　ＤＣＩフォ
ーマットのＤＡＩフィールドを解釈する例を示す。図１２の流れ図が一連の順次な段階を
示しているが、明白に言及しない限り、特定の実行手順に関するシーケンス、その段階ま
たは部分の同時的やオーバーラップされない順次な実行、または介在される段階や中間段
階なしに排他的に示された段階の実行を類推しない。図示された例のプロセスは、例えば
移動局の伝送装置チェーンによって具現される。
【０２８４】
　図１２に示されたように、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤセルでのＰＵＳＣＨスケジューリン
グのためのＵＬ　ＤＣＩフォーマットを検出する。前記ＵＬ　ＤＣＩフォーマットは、２
ビットのＤＡＩフィールドを含む。ＵＥ　１１４は、それぞれの動作がＴＤＤ単一セルの
ためのものであるか、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌとＦＤＤ　ＰＣｅｌｌのためのものであるかを
考慮する（１２１０）。ＵＥ　１１４がＴＤＤ単一セルで動作する場合、ＵＥ　１１４は
、前記ＤＡＩフィールドがＵＥ　１１４がＰＵＳＣＨでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を含むバン
ドリングウィンドウにおけるＴＴＩの個数を示すものと解釈する（１２２０）。ＵＥ　１
１４が少なくとも１つのＦＤＤセルと少なくとも１つのＴＤＤセルの間のＣＡで動作する
場合（ここでＦＤＤセルはＦＤＤ　ＰＣｅｌｌ）、ＵＥ　１１４は、前記ＤＡＩフィール
ドがＰＵＳＣＨでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を含まなければならないセルのセットを示すもの
と解釈する（１２３０）。
【０２８５】
　ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＵＥ　１１４のためのＰＵＳＣＨスケジューリングのためのＵ
Ｌ　ＤＣＩフォーマットのＤＡＩフィールドを除去することと、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでの
ＵＥ　１１４のためのＰＤＳＣＨスケジューリングのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットで
ＤＡＩフィールドを除去すること及びＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドを４ビット
から３ビットに低減することと、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＵＥ　１１４のためのＰＤＳＣ
ＨスケジューリングのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＡＲＯ値を再マッピングするこ
とは、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＵＥからのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の伝送と関連する。ＵＥ
　１１４がＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでＨＡＲＱ－ＡＣＫを伝送する場合、以前フィールドは、
変化せずに維持され（すなわち同一に維持され）、単一セルＴＤＤ動作のように、ＤＣＩ
フォーマット内に存在する。
【０２８６】
　ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌの場合、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのスケジューリングのためのＤＬ　
ＤＣＩフォーマット内のＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールド、ＤＡＩフィールド及び
ＡＲＯフィールドとＵＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールド及びＵＬインデック
スフィールド
【０２８７】
　特定実施例において、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌで構成されたＵＥ　１
１４の場合、ＵＥ　１１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのみでＰＵＣＣＨを伝送すれば、ＦＤＤ
　ＳＣｅｌｌのための１つ以上のＤＬ　ＤＣＩフォーマットの検出に対応するＨＡＲＱ－
ＡＣＫ情報の伝送タイミングは、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴＩの利用可能性によ
って決定され、従来のＦＤＤ動作とは異なって、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の伝送がＴＤＤ　
ＰＣｅｌｌのすべてのＴＴＩで行われることができない。し 　　　　たがって、１つ以
上のＤＬ　ＤＣＩフォーマットの検出に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の伝送のためのバ
ンドリングウィンドウサイズは１より大きいことができる。一般的に、バンドリングウィ
ンドウのサイズが１より大きいとき、ＤＡＩフィールドは、ＵＬ　ＤＣＩフォーマットに
含まれる。
【０２８８】
　ＵＥ　１１４がＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのそれぞれのＰＤＳＣＨをスケジューリングする
１つ以上のＤＬ　ＤＣＩフォーマットの検出に対応するＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＨＡＲＱ
－ＡＣＫ情報を報告するのに必要な追加的なレイテンシーによって、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌ
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の場合に比べてＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨ伝送のためにさらに多い数のＤＬ　Ｈ
ＡＲＱプロセスが支援されなければならない。例えば、ｅＮＢ　１０２からのＰＤＳＣＨ
伝送が終わった時点とＵＥ　１１４でのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の利用の間の３個のＴＴＩ
に該当する遅延（またはｅＮＢ　１０２からのＰＤＳＣＨ伝送の開始時点とＵＥ　１１４
でのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の利用の間の４個のＴＴＩに該当する遅延）と、ＵＥ　１１４
でのＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送が終わった時点とｅＮＢでの同一のＨＡＲＱプロセスのための
スケジューリング決定の間の３個のＴＴＩに該当する遅延（またはＵＥ　１１４でのＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫ伝送の開始時点とスケジューリング決定の間の４個のＴＴＩに該当する遅延
）と、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌが（表４または表５に示されたような）ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構
成５を利用する場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を報告するための１３個のＴＴＩに該当する
遅延を考慮すれば、最大１７個のＴＴＩに該当する遅延が起きることができ、これによっ
て、最大１７個のＨＡＲＱプロセスが必要になる。
【０２８９】
　結果的に、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌの間のＣＡに対して、ＦＤＤ　Ｓ
ＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドは
（単一セルＦＤＤ動作を含む）、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌの場合に比べてさらに多い数のビッ
トを含む。このようなＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドのビット数はＴＤＤ　ＰＣ
ｅｌｌに対するＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドのビ
ット数と同一であることができる。例えば、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌの
場合、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットがＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのためのものであるか、ＦＤＤ　
ＳＣｅｌｌのためのものであるかに関係なく、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＬ　ＨＡＲ
Ｑプロセス個数フィールドは、４ビットを含むことができ、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌの場合に
は、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットがＦＤＤ　ＰＣｅｌｌのためのものであるか、ＦＤＤ　Ｓ
Ｃｅｌｌのためのものであるか、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのものであるかに関係なく、
ＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドは、３ビットを含む
ことができる。ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌがＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成５を利用する場合、ＦＤＤ
　ＳＣｅｌｌのためのＨＡＲＱプロセスの数は、最大１７ではない最大１６に制限される
。しかし、これは、重要ではない制限事項であり、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでＰＤＳＣＨをス
ケジューリングするＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールド
のための追加的なビットの使用を防止する。
【０２９０】
　図１３は、本発明によるＰＣｅｌｌがＦＤＤセルであるか、ＴＤＤセルであるかによっ
てＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドのサイズを決定す
る例示的な方法を示す。図１３の流れ図が一連の順次な段階を示しているが、明白に言及
しない限り、特定の実行手順に関するシーケンス、その段階または部分の同時的やオーバ
ーラップされない順次な実行、または介在される段階や中間段階なしに排他的に示された
段階の実行を類推しない。図示された例のプロセスは例えば移動局の伝送装置チェーンに
よって具現される。
【０２９１】
　図１３に示されたように、ＦＤＤセルまたはＴＤＤセルのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマ
ットの検出において、ｅＮＢ　１０２とＵＥ　１１４は、それぞれの動作がＦＤＤ　ＰＣ
ｅｌｌに対するＴＤＤ　ＰＣｅｌｌに関するものであるかを考慮する（１３１０）。ＵＥ
　１１４がＦＤＤ　ＰＣｅｌｌで動作する場合、ＵＥ　１１４のためのＤＬ　ＤＣＩフォ
ーマットのＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドは、３ビットを含む（１３２０）。Ｕ
Ｅ　１１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌで動作する場合、ＵＥ　１１４のためのＤＬ　ＤＣＩフ
ォーマットのＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドは、４ビットを含む（１３３０）。
【０２９２】
　ＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドと同様に、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌの場合、ＵＥか
らのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の伝送が連続的なＴＴＩで起きることができないので、ＦＤＤ
　ＳＣｅｌｌのためのバンドリングウィンドウサイズは、１個のＴＴＩより大きいことが
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できる。したがって、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌとの間のＣＡの場合、Ｔ
ＤＤ　ＰＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＡＩフィールドと同様に、ＦＤ
Ｄ　ＳＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、バンドリングウィンドウ内のＤＬ
　ＤＣＩフォーマットのカウンターとして機能するＤＡＩフィールドを含まなければなら
ない。ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌ及びＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマット内
のＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドのサイズが同一であり、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌで
ＤＬ　ＤＣＩフォーマットにＤＡＩフィールドが存在すれば、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのため
のものであるか、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのものであるかに関係なく、ＤＬ　ＤＣＩフ
ォーマットは、同一のサイズを有するようになる。ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌの場合、ＴＤＤ　
ＳＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットでＤＡＩフィールドを省略することができ
る。
【０２９３】
【数８２】

【０２９４】
　が４より大きいとしても、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ（及びＴＤＤ　ＰＣｅｌｌ）のためのＤ
ＡＩフィールドは、２ビットを含むことができ、ＵＥ　１１４は、バンドリングウィンド
ウ内で最後に検出されたＤＬ　ＤＣＩフォーマットのインデックスに基づいて同一のバン
ドリングウィンドウ内のそれぞれのＤＬ　ＤＣＩフォーマットに対するインデックスを決
定することができる。例えば、ＤＡＩフィールド二進値‘００’は、同一のバンドリング
ウィンドウ内で１または５（適用可能したら）または９（適用可能したら）のＤＬ　ＤＣ
Ｉフォーマットインデックスにマッピングされることができ、ＵＥ　１１４は、二進値‘
０１’、‘１０’または‘１１’を有するＤＡＩフィールドを含む単一ＤＬ　ＤＣＩフォ
ーマットを以前に検出した場合には５として決定することができる。同様に、ＤＡＩフィ
ールド二進値‘０１’は、同一のバンドリングウィンドウ内で２または６（適用可能した
ら）または１０（適用可能したら）のＤＬ　ＤＣＩフォーマットインデックスにマッピン
グされることができ、ＵＥ　１１４は、二進値‘１０’または‘１１’を有するＤＡＩフ
ィールドを含む単一ＤＬ　ＤＣＩフォーマットを以前に検出した場合には６として決定す
ることができる。
【０２９５】
　図１４は、本発明によるＰＣｅｌｌがＦＤＤセルであるか、ＴＤＤセルであるかによっ
てＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＡＩフィールドの存在を判断する例示的な方法を示す。
図１４の流れ図が一連の順次な段階を示しているが、明白に言及しない限り、特定の実行
手順に関するシーケンス、その段階または部分の同時的やオーバーラップされない順次な
実行、または介在される段階や中間段階なしに排他的に示された段階の実行を類推しない
。図示された例のプロセスは、例えば移動局の伝送装置チェーンによって具現される。
【０２９６】
　図１４に示されたように、、ＦＤＤセルまたはＴＤＤセルのためのＤＬ　ＤＣＩフォー
マットの検出において、ＵＥ　１１４は、それぞれの動作がＦＤＤ　ＰＣｅｌｌに対する
ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌに関するものであるかを考慮する（１４１０）。ＵＥ　１１４がＦＤ
Ｄ　ＰＣｅｌｌで動作する場合、ＤＡＩフィールドは、ＵＥ　１１４のためのＤＬ　ＤＣ
Ｉフォーマットに含まれない（１４２０）。ＵＥ　１１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌで動作す
る場合、ＤＡＩフィールドは、ＵＥ　１１４のためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットに含まれ
る（１４３０）。
【０２９７】
　前述したように、ＵＥ　１１４からのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の伝送は、連続されたＴＴ
Ｉで行われることができず、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのバンドリングウィンドウサイズ
は、１個のＴＴＩより大きいことができる。したがって、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　
ＳＣｅｌｌの場合、時間ドメインで圧縮が必要であるから、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＤ
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ＳＣＨスケジューリングのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＡＲＯフィールドのマッピ
ングは、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌと同じであることができる。したがって、ＦＤＤ　ＳＣｅｌ
ｌに対するバンドリングウィンドウサイズ
【０２９８】
【数８３】

【０２９９】
　に関して、バンドリングウィンドウ内でＵＥ　１１４がインデックスｍであるＤＬ　Ｔ
ＴＩで受信するＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＡＲＯフィールドのマッピングは、
【０３００】
【数８４】

【０３０１】
　がＭに交替された表３のように行われることができる。
【０３０２】
　ＦＤＤセルでの通常的な動作において、ＰＵＳＣＨ伝送においてＵＥ　１１４のＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ情報マルチプレキシングを示すＵＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＡＩフィールド
は、ＵＬ　ＤＣＩフィールドに含まれる必要がない。これは、同一のＴＴＩ（及び同一の
セル）でＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマットとして伝送さ
れるＤＬ　ＤＣＩフォーマットに応答してＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報が生成され、ＵＥ　１１
４が２つのＤＣＩフォーマットをすべて検出するか、すべて逃す可能性が高くて、以前Ｔ
ＴＩでのＤＬ　ＤＣＩフォーマット検出に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報が以前ＰＵＳＣ
ＨまたはＰＵＣＣＨで既に伝送されるからである。これは、ＤＬ　ＴＴＩ（及びスペシャ
ルＴＴＩ）よりＵＬ　ＴＴＩをさらに多く含むＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成０を利用する単一
セルＴＤＤ動作にも適用される。したがって、ＰＵＳＣＨ伝送でＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を
マルチプレキシングするようにＵＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＡＩフィールドを利用して
ＵＥ　１１４に追加的に指示するのが必ず必要なことではない。
【０３０３】
　ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌとＴＤＤ　ＰＣｅｌｌの場合、ＤＡＩフィールドは、ＦＤＤ　ＳＣ
ｅｌｌでＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマットに含まれなけ
ればならない。表５のＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成０の場合、ＴＴＩ＃３とＴＴＩ＃８は、Ｆ
ＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨ受信に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のみを伝送するのに
使用される。ｅＮＢ　１０２がＵＥ　１１４に対してＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＰＵＳＣＨ
伝送をスケジューリングし、ＴＴＩ＃３でＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＵＳＣＨ伝送をスケ
ジューリングしたら、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリングするＵ
Ｌ　ＤＣＩフォーマットがＤＡＩフィールドを含まず、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＰＵＳＣ
Ｈ伝送時にＨＡＲＱ－ＡＣＫマルチプレキシングを示さないとしても、ＦＤＤ　ＳＣｅｌ
ｌでのＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＡＩフィー
ルドの値は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＰＵＳＣＨ伝送時にＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報のマルチ
プレキシングを示すことができる。この場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫマルチプレキシングは、
ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＵＳＣＨ伝送時に行われる。
【０３０４】
　ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌによる動作において、以前ＴＴＩでＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに対するＤ
Ｌ　ＤＣＩフォーマットの検出に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報は、ＵＥ　１１４がＦＤ
Ｄ　ＳＣｅｌｌでＰＵＳＣＨを伝送するどんなＴＴＩでも伝送されない。その理由は、Ｕ
Ｅ　１１４がＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送するようにするために、それぞれのＵＬ　ＴＴ
ＩがＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成のために存在しないか、ＨＡＲＱ－
ＡＣＫ伝送タイミングによって表５に示されたように、ＵＬ　ＴＴＩがＵＥ　１１４がＨ
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ＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送するＴＴＩではないことがあるからである。ＦＤＤ　ＰＣｅｌ
ｌの場合、前述したように、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＵＬ　ＤＣＩフォーマットでＤ
ＡＩフィールドが省略されることができる。
【０３０５】
　図１５は、本発明によるＰＣｅｌｌがＦＤＤセルであるか、ＴＤＤセルであるかによっ
てＵＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールドの存在を判断する例示的な方法を示す
。図１５の流れ図が一連の順次な段階を示しているが、明白に言及しない限り、特定の実
行手順に関するシーケンス、その段階または部分の同時的やオーバーラップされない順次
な実行、または介在される段階や中間段階なしに排他的に示された段階の実行を類推しな
い。図示された例のプロセスは、例えば移動局の伝送装置チェーンによって具現される。
【０３０６】
　図１５に示されたように、ＦＤＤセルに対するＰＵＳＣＨをスケジューリングするＵＬ
　ＤＣＩフォーマットを検出するに際して、ＵＥ　１１４は、それぞれの動作がＦＤＤ　
ＰＣｅｌｌのためのものであるか、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのためのものであるかを考慮する
（１５１０）。ＵＥ　１１４がＦＤＤ　ＰＣｅｌｌと動作する場合、ＤＡＩフィールドは
、ＵＥ　１１４のためのＵＬ　ＤＣＩフォーマットに含まれない（１５２０）。ＵＥ　１
１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌと動作する場合、ＤＡＩフィールドは、前記ＵＬ　ＤＣＩフォ
ーマットに含まれる（１５３０）。
【０３０７】
　ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌがＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成０を利用する場合、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ
からのＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＤＡＩは、ＴＤＤ　ＤＬ－ＵＬ構成０による単一ＴＤＤ
セル動作の場合には含まれないとしても、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌで伝送されるＵＬ　ＤＣＩ
フォーマットには含まれることができる。これは、ＰＤＳＣＨ受信に対応するＨＡＲＱ－
ＡＣＫタイミングがＴＤＤとＦＤＤで異なることができるからである（例えば、表５で、
表２とは異なって、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌの１つ以上のＴＴＩに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情
報がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌの同一のＵＬ　ＴＴＩで伝送される）。
【０３０８】
　ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌの場合、（ＴＴＩが表２によるＵＬ　ＴＴＩの場合にのみ、ＰＵＳ
ＣＨが伝送されることができるＴＤＤ　ＰＣｅｌｌの場合とは異なるように）ＰＵＳＣＨ
は、すべてのＴＴＩで伝送されることができる。これによって、伝送中のＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋ情報に対してＦＤＤ　ＳＣｅｌｌで伝送されるＰＵＳＣＨでのマルチプレキシングが行
われる。しかし、ＵＥ　１１４からのＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送及びｅＮＢ　１０２による受
信が複雑になることができる。例えば、伝送中のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報がＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋ情報を運ぶＰＵＣＣＨ伝送がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌで起きるＵＬ　ＴＴＩ以前のＴＴＩで
ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌで伝送されるＰＵＳＣＨでマルチプレキシングされれば、例えば表５
によって前記伝送中のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報は、ＰＵＣＣＨ伝送に含まれないか、ＰＵＳ
ＣＨ伝送とＰＵＣＣＨ伝送の両方で複製されることができる。このような理由で、ＰＵＳ
ＣＨが例えば表２または表５のようなＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報の伝
送を支援するＴＴＩで伝送されなければ、ＵＥ　１１４は、どんなＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報
も前記ＰＵＳＣＨでマルチプレキシングしなくてもよい。ＵＥ　１１４が同一のＵＬ　Ｔ
ＴＩでのＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの伝送のために構成される場合、ＵＥ　１１４はＰＵＣ
ＣＨでＨＡＲＱ－ＡＣＫを伝送するように構成されることができる。
【０３０９】
　図１６は、本発明によってＵＥがＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでＰＵＳＣＨ伝送時に使用可能な
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をマルチプレキシングするか否かを決定する例示的な方法を示す。
図１６に示された決定方法の実施例は、例示的にので、本発明の範囲を逸脱することなく
、他の実施例を利用することができる。
【０３１０】
　図１６を参照すれば、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌ　１６１０とＦＤＤ　ＳＣ
ｅｌｌ　１６２０によって構成される。ＵＬ　ＴＴＩ＃１２　１６３０で、ＵＥ　１１４
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は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送する（１６３０）。ＵＥ　１１４
がＴＴＩ＃８　１６５４でＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ上でＰＵＳＣＨを伝送し、ＴＤＤ　ＰＣｅ
ｌｌ　１６４０またはＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ　１６５０に対してＴＴＩ＃４でＴＤＤ　ＰＣ
ｅｌｌに対するＤＬ　ＤＣＩフォーマットを検出した場合、それぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫ
情報をＵＥ　１１４がＰＵＳＣＨでマルチプレキシングすることができる。しかし、ＴＴ
Ｉ＃８　１６５４（ＴＴＩ＃８は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＤＬ　ＴＴＩである）で、ＵＥ
　１１４は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送しないので、ＵＥ　１１
４は、ＴＴＩ＃８　１６５４でＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ上で伝送されるＰＵＳＣＨで使用可能
なＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をマルチプレキシングしない。これと同様に、ＵＥ　１１４がＴ
ＴＩ＃９　１６５５でＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでＰＵＳＣＨを伝送し、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌ（
１６４０または１６４１）またはＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ（１６５０または１６５１）に対し
てＴＴＩ＃４またはＴＴＩ＃５でＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマット
を検出した場合、ＵＥ　１１４は、ＴＴＩ＃９　１６５５でＦＤＤ　ＳＣｅｌｌで伝送さ
れるＰＵＳＣＨで使用可能なＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をマルチプレキシングせず、これは、
前記ＴＴＩがＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＤＬ　ＴＴＩだからである。同様に、ＵＥ　１１４は
、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでＵＥ　１１４がＴＴＩ＃１０　１６５６またはＴＴＩ＃１１　１
６５７で伝送するＰＵＳＣＨで使用可能なＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をマルチプレキシングし
ない。しかし、ＴＴＩ＃１２　１６５８は、ＵＥ　１１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫを伝送することができるＵＬ　ＴＴＩ　１６３０なので、ＵＥ　１１４は、Ｔ
ＴＩ＃１２　１６５８で伝送するＰＵＳＣＨで利用可能なＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をマルチ
プレキシングする。
【０３１１】
　前述したように、ＵＬ　ＤＣＩフォーマットがＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのものなら、
ＵＥ　１１４は、ＰＵＳＣＨがＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＵＬ　ＴＴＩに該当するＴＴＩで伝
送される場合にのみ、ＰＵＳＣＨでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をマルチプレキシングし、そう
ではなければ、ＵＥ　１１４は、ＰＵＳＣＨでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をマルチプレキシン
グしない。ＵＥ　１１４が（ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌに対して）ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌで伝送す
るＰＵＳＣＨでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をマルチプレキシングするための前記ＴＴＩに基づ
く制限を考慮すれば、ＵＥ　１１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送
することができるＴＴＩではないＴＴＩで、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでＰＵＳＣＨをスケジュ
ーリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマットにＤＡＩフィールドが含まれる場合、ＤＡＩフィ
ールドは、どんな情報も伝送する必要がない。この場合、２つの代案が存在する。すなわ
ちＤＡＩフィールドは、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリングする
ＵＬ　ＤＣＩフォーマットに含まれないか（ＰＵＳＣＨがＵＥ　１１４がＴＤＤ　ＰＣｅ
ｌｌでＰＵＣＣＨを介してＨＡＲＱ－ＡＣＫを伝送することができるＴＴＩではないＴＴ
Ｉで伝送される場合）、ＤＡＩフィールドは、ｅＮＢ　１０２によって所定の値に設定さ
れることができる（例えば、‘００’は、ＵＥ　１１４が検出されたＵＬ　ＤＣＩフォー
マットを認証するのに使用することができるＰＵＳＣＨでＨＡＲＱ－ＡＣＫマルチプレキ
シングが起きないことを示す）。
【０３１２】
　図１７は、本発明によるＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリングする
ＵＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＡＩフィールドの利用を決定する例示的な方法は示す。図
１７の流れ図が一連の順次な段階を示しているが、明白に言及しない限り、特定の実行手
順に関するシーケンス、その段階または部分の同時的やオーバーラップされない順次な実
行、または介在される段階や中間段階なしに排他的に示された段階の実行を類推しない。
図示された例のプロセスは、例えば移動局の伝送装置チェーンによって具現される。
【０３１３】
　図１７に示されたように、ＵＥ　１１４に対するＰＣｅｌｌのタイプによって（１７１
０）前記ＰＣｅｌｌがＦＤＤ　ＰＣｅｌｌの場合には、ＳＣｅｌｌでＰＵＳＣＨをスケジ
ューリングするためのＵＬ　ＤＣＩフォーマットにＤＡＩフィールドが含まれない（１７
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２０）。前記ＰＣｅｌｌがＴＤＤ　ＰＣｅｌｌなら、ＳＣｅｌｌのためのＵＬ　ＤＣＩフ
ォーマット内のＤＡＩフィールドの存在またはその値は、ＵＥ　１１４からのそれぞれの
ＰＵＳＣＨ伝送がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＵＥ　１１４がＨＡＲＱ－ＡＣＫを伝送すること
ができるＴＴＩでスケジューリングされるか否かに依存することができる（１７３０）。
ＵＥ　１１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＨＡＲＱ－ＡＣＫを伝送することができるＴＴＩで
ＰＵＳＣＨを伝送すれば、ＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマ
ットにＤＡＩフィールドが含まれ、ＵＥ　１１４は、前記ＤＡＩフィールドの値に基づい
てＰＵＳＣＨでマルチプレキシングするＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードを決定する（１７４
０）。ＵＥ　１１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＨＡＲＱ－ＡＣＫを伝送することができない
ＴＴＩでＰＵＳＣＨを伝送すれば、ＵＥ　１１４は、ＰＵＳＣＨで利用可能な伝送されな
いどんなＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報もマルチプレキシングしない。それでは、ＤＡＩフィール
ドは、ＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマットに含まれないか
、ＵＥ　１１４がＤＡＩフィールドが固定された値、例えば‘００’（この値は、ＰＵＳ
ＣＨでＨＡＲＱ－ＡＣＫマルチプレキシングが起きないことを示す）を有することで推定
することができる。
【０３１４】
【数８５】

【０３１５】
　の値を有するＤＡＩフィールドを含み、ＵＥ　１１４がＰＵＣＣＨでＨＡＲＱ－ＡＣＫ
情報をマルチプレキシングすることができるＴＴＩでＴＤＤ　ＰＣｅｌｌまたはＦＤＤ　
ＳＣｅｌｌでＰＵＳＣＨをスケジューリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマットが検出されれ
ば、
【０３１６】

【数８６】

【０３１７】
　の場合（これは、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌが表１のＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成５を使用しない
ことを意味する）、ＵＥ　１１４は、ＰＵＳＣＨでＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのための
【０３１８】
【数８７】

【０３１９】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのための
【０３２０】

【数８８】

【０３２１】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットをマルチプレキシングする（
【０３２２】

【数８９】

【０３２３】
　は、構成されたＰＤＳＣＨ　ＴＭによって１または２になる）。ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌが
表１のＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成５を利用せず、
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【０３２４】
【数９０】

【０３２５】
　の場合、ＵＥ　１１４は、ＰＵＳＣＨでＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのための
【０３２６】

【数９１】

【０３２７】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのための
【０３２８】
【数９２】

【０３２９】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットをマルチプレキシングする。ここで、Ｕは、ＵＥ　１
１４がＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでＰＤＳＣＨをスケジューリングするために検出するＤＬ　Ｄ
ＣＩフォーマットの個数である。ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌがＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成５を利用
する場合（そして
【０３３０】

【数９３】

【０３３１】
　であるとき）、ＵＥ　１１４は、ＰＵＳＣＨでＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのための
【０３３２】

【数９４】

【０３３３】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのための
【０３３４】
【数９５】

【０３３５】
　 個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットをマルチプレキシングする。ここで、Ｕは、ＵＥ　
１１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのために検出するＤＬ　ＤＣＩフォーマットの個数とＦＤＤ
　ＳＣｅｌｌのために検出するＤＬ　ＤＣＩフォーマットの個数のうちさらに大きい数を
示す。ＵＥ　１１４は、例えばＲＥＦ３に説明されたようなそれぞれの検出されたＤＬ　
ＤＣＩフォーマットのＤＡＩフィールドの値からＤＬ　ＴＴＩとそれぞれのＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫ情報の連携を決定することができる。
【０３３６】
　または、
【０３３７】
【数９６】
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【０３３８】
　なので、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでの
【０３３９】
【数９７】

【０３４０】
　番のＰＤＳＣＨ受信（またはＳＰＳ　ＰＤＳＣＨリリース受信）と同一の数のＨＡＲＱ
－ＡＣＫビットをＰＵＳＣＨでマルチプレキシングする。ここで、
【０３４１】

【数９８】

【０３４２】
　は、前述したように
【０３４３】

【数９９】

【０３４４】
　によって決定される。すなわち、
【０３４５】

【数１００】

【０３４６】
　であり、
【０３４７】

【数１０１】

【０３４８】
　である。
【０３４９】

【数１０２】

【０３５０】
　なら、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのための追加的な
【０３５１】
【数１０３】

【０３５２】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットがＮＡＣＫ／ＤＴＸ値のような所定の値に設定される
ことができる。
【０３５３】
　ＳＰＳ　ＰＵＳＣＨまたはＵＬ　ＤＣＩフォーマットによらず、ｅＮＢからのＮＡＣＫ
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信号伝送によってトリゴリングされるＰＵＳＣＨ再伝送のために、ＵＥ　１１４は、ＴＤ
Ｄ　ＰＣｅｌｌのための
【０３５４】
【数１０４】

【０３５５】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのための
【０３５６】

【数１０５】

【０３５７】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットをＰＵＳＣＨでマルチプレキシングする。または、Ｕ
Ｅ　１１４は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのための
【０３５８】

【数１０６】

【０３５９】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのための
【０３６０】

【数１０７】

【０３６１】
　個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットをマルチプレキシングする。
【０３６２】
　ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌまたはＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでＰＵＣＣＨを介したＨＡＲＱ－ＡＣＫ
情報の伝送
【０３６３】
　特定実施例において、ＳＣｅｌｌでのＰＵＣＣＨ伝送が多数のセルの集成によって構成
されるＵＥ　１１４のために構成されることができる。ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　Ｓ
Ｃｅｌｌの場合、そしてＵＥ　１１４からのＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送と関連した機能に関し
て、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ伝送のためのＰＵＣＣＨがＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに存在したら、ＤＬ
　ＤＣＩフォーマットのＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールド、ＤＡＩフィールド及び
ＡＲＯフィールドと、ＵＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＡＩフィールドまたはＵＬインデッ
クスフィールドに対する範囲は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌまたはＦＤＤ　ＳＣｅｌｌに対して
再定義されることができる。
【０３６４】
　ＵＥ　１１４は、ＴＤＤセルと初期接続を設定した後、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌとの追加的
な通信のためにｅＮＢ　１０２によって構成されることができる。例えば、スペクトル利
用可能性または既存の配置によってＴＤＤ　ＰＣｅｌｌは、第１周波数を使用し、ＵＥ－
共通のＤＬ制御信号の伝送を支援することができる一方で、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌは、第２
周波数を利用して干渉または信号電波条件によってＵＥ－共通のＤＬ制御信号を支援する
ことができない。
【０３６５】
　ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌと関連したＵＥ　１１４がＦＤＤ　ＳＣｅｌ
ｌでの少なくともＰＤＳＣＨ受信のためのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をＰＵＣＣＨで伝送する
ように構成されたら、ＵＥ　１１４からのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送するために、ＦＤ
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Ｄ　ＳＣｅｌｌは、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌであり、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌは、ＴＤＤ　ＳＣｅ
ｌｌであったように動作が行われる。この場合、前述したように、ＴＤＤセルでのＰＤＳ
ＣＨ受信のためのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報がＦＤＤセルで伝送されれば、ＴＤＤ　ＰＣｅｌ
ｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドは、４
ビットから３ビットに減少することができ、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフ
ォーマット内のＤＡＩフィールドは除去されることができ、ＡＲＯフィールドのマッピン
グは再定義されることができ、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのためのＵＬ　ＤＣＩフォーマット内
のＤＡＩフィールドも除去されることができる。また、ＦＤＤ単一セル動作に関してＦＤ
Ｄ　ＳＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットまたはＵＬ　ＤＣＩフォーマットを変
化させる必要がない（ＤＡＩフィールドは、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットまたはＵＬ　ＤＣ
Ｉフォーマットに導入されず、ＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドのビット数は増加
しない）。
【０３６６】
　図１８は、本発明によってＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＵＳＣＨ伝送をスケジューリング
するＵＬ　ＤＣＩフォーマット内のＤＡＩフィールドの使用を決定する例示的な方法を示
す。図１８の流れ図が一連の順次な段階を示しているが、明白に言及しない限り、特定の
実行手順に関するシーケンス、その段階または部分の同時的やオーバーラップされない順
次な実行、または介在される段階や中間段階なしに排他的に示された段階の実行を類推し
ない。図示された例のプロセスは、例えば移動局の伝送装置チェーンによって具現される
。
【０３６７】
　図１８に示されたように、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ
で構成される（１８１０）。ＴＤＤセルの場合、従来のＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、Ｄ
ＡＩフィールドと４ビットのＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドを含み、従来のＵＬ
　ＤＣＩフォーマットは、ＤＡＩフィールドを含む。ＦＤＤセルの場合、従来のＤＬ　Ｄ
ＣＩフォーマットは、ＤＡＩフィールドを含まず、３ビットのＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個
数フィールドを含み、従来のＵＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＤＡＩフィールドを含まない
。ＵＥ　１１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＰＵＣＣＨを介してＨＡＲＱ－ＡＣＫを伝送すれ
ば（１８２０）、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＤＡＩフィ
ールドと４ビットのＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドを含むように変更され、ＦＤ
Ｄ　ＳＣｅｌｌのためのＵＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＤＡＩフィールドを含むように変
更される（１８３０）。または、ＵＥ　１１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでＰＵＣＣＨを介し
てＨＡＲＱ－ＡＣＫを伝送しなければ（代わりにＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでＰＵＣＣＨを伝送
すれば）、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＤＡＩフィールド
または４ビットのＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドを含むように変更されず、ＦＤ
Ｄ　ＳＣｅｌｌのためのＵＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＤＡＩフィールドを含むように変
更されない（１８４０）。
【０３６８】
　一般的に、ＵＥ　１１４がＴＤＤセルでの１つ以上のＰＤＳＣＨ受信に該当するＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ情報をＦＤＤセルのＰＵＣＣＨで伝送すれば、ＴＤＤセル上でＰＤＳＣＨをス
ケジューリングするＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＤＡＩフィールドを含まず、３ビット
（４ビットではない）ＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドを含み、ＴＤＤセル上でＰ
ＵＳＣＨをスケジューリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＤＡＩフィールドを含ま
ない。これと反対に、ＵＥ　１１４がＦＤＤセルでの１つ以上のＰＤＳＣＨ受信に該当す
るＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をＴＤＤセルのＰＵＣＣＨで伝送すれば、ＦＤＤセル上でＰＤＳ
ＣＨをスケジューリングするＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＤＡＩフィールドを含み、４
ビット（３ビットではない）ＤＬ　ＨＡＲＱプロセス個数フィールドを含み、ＴＤＤセル
上でＰＵＳＣＨをスケジューリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＤＡＩフィールド
を含む。
【０３６９】
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　ＵＥ　１１４がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌとの連結を維持しながらＦＤＤ　ＳＣｅｌｌとの連
結を断絶するようにすることができるシステム動作を向上させるために、ＵＥ　１１４は
、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴＩに該当するＴＴＩでＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのＰＵＣ
ＣＨを介してＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送しなくてもよい。代わりに、ＴＤＤ　ＰＣｅｌ
ｌでのＵＬ　ＴＴＩに該当するＴＴＩでＵＥ　１１４は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのＰＵＣＣ
Ｈを介してＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送することができる。ＵＥ　１１４は、ＴＤＤ　Ｐ
ＣｅｌｌでのＵＬ　ＴＴＩに相当しないＴＴＩでは、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのＰＵＣＣＨで
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送する。
【０３７０】
　ＦＤＤセルでＴＤＤセルへのクロスキャリアスケジューリング
【０３７１】
　特定実施例において、ＰＣｅｌｌのようなＦＤＤセルからのＤＣＩフォーマットは、Ｕ
Ｅ　１１４に対して同一のＴＴＩでのＰＤＳＣＨ受信またはＦＤＤセルでの４個のＴＴＩ
以後またはＴＤＤセルでの少なくとも４個のＴＴＩ以後の第１ＵＬ　ＴＴＩでのＰＵＳＣ
Ｈ伝送をスケジューリングするようにどんなＴＴＩでも伝送されることができる。ＦＤＤ
セルからクロススケジューリングされたＴＤＤセルの場合、ＴＤＤセルでのＴＴＩがＤＬ
　ＴＴＩではなければ、ＦＤＤセルでのＤＣＩフォーマット伝送のためのＴＴＩと同一の
ＴＴＩでのＰＤＳＣＨ受信は不可能である。
【０３７２】
　第１方法において、ＦＤＤセルのＴＴＩがＴＤＤセルでのＵＬ　ＴＴＩなら、前記ＦＤ
ＤセルのＴＴＩでｅＮＢ　１０２は、ＴＤＤセルでのＰＤＳＣＨスケジューリングのため
のＤＬ　ＤＣＩフォーマットを伝送せず、ＵＥ　１１４は、前記ＤＬ　ＤＣＩフォーマッ
トをデコーディングしない。一般的に、（ＦＤＤまたはＴＤＤ）第１セルからのＴＤＤ第
２セルのスケジューリングのために、第１セルのＴＴＩが第２セルのＵＬ　ＴＴＩに該当
すれば、前記第１セルのＴＴＩでｅＮＢ　１０２は、第２セルでのＰＤＳＣＨスケジュー
リングのためのＤＣＩフォーマットを伝送せず、ＵＥ　１１４は、前記ＤＣＩフォーマッ
トをデコーディングしない。同様に、ＴＴＩ　ｎ＋４がＴＤＤセルのＤＬ　ＴＴＩなら、
ＴＴＩ　ｎでＴＤＤセルでのＰＵＳＣＨ伝送のためのどんなＵＬ　ＤＣＩフォーマットも
ＦＤＤセルでｅＮＢ　１０２は伝送せず、ＵＥ　１１４はデコーディングしない。例えば
、ＵＥ　１１４は、以前ＤＬ　ＤＣＩフォーマットまたはＵＬ　ＤＣＩフォーマットをデ
コーディングしないことによって利用可能なデコーディング動作を割当して、他のセルで
のスケジューリングまたはＴＤＤセルでのスケジューリングのためのＵＬ　ＤＣＩフォー
マットまたはＤＬ　ＤＣＩフォーマットのために行われるデコーディング動作の個数を増
加させることができる。
【０３７３】
　図１９は、本発明によってＴＴＩがＴＤＤセルでのＵＬ　ＴＴＩの場合にＴＤＤセルで
ＰＤＳＣＨをスケジューリングするＤＬ　ＤＣＩフォーマットのためのＴＴＩでのＵＥの
デコーディング動作の例を示す。図１９の流れ図が一連の順次な段階を示しているが、明
白に言及しない限り、特定の実行手順に関するシーケンス、その段階または部分の同時的
やオーバーラップされない順次な実行、または介在される段階や中間段階なしに排他的に
示された段階の実行を類推しない。図示された例のプロセスは、例えば移動局の伝送装置
チェーンによって具現される。
【０３７４】
　図１９に示されたように、ＵＥ　１１４は、２つのセルでのＰＤＳＣＨ受信のためにｅ
ＮＢ　１０２によって構成されるところ、第２セルは、ＴＤＤを利用し、それぞれのセル
でのＰＤＳＣＨ受信は、第１セルで伝送され、それぞれのＤＬ　ＤＣＩフォーマットを伝
送するＰＤＣＣＨによってスケジューリングされる（１９１０）。第１セルのＤＬ　ＴＴ
Ｉで、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤ第２セルでのＴＴＩの通信方向を考慮する（１９２０）。
前記ＴＴＩがＤＬ　ＴＴＩなら、ＵＥ　１１４は、デコーディング動作を行い、ＴＤＤ第
２セルでのＰＤＳＣＨ受信のためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットを運ぶＰＤＣＣＨを検出す
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る（１９３０）。前記ＴＴＩがＵＬ　ＴＴＩなら、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤ第２セルでの
ＰＤＳＣＨ受信のためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットの伝送と関連したＰＤＣＣＨに対する
すべてのデコーディング動作を省略する（１９４０）。
【０３７５】
　全体的なシステム動作を向上させるために、前記制限を利用する２つのオプションが存
在する。第１オプションは、ＵＥ　１１４がＴＴＩで実際にデコーディングするＤＣＩフ
ォーマットのためのデコーディング動作の回数を増加させるための前述したＤＣＩフォー
マットをデコーディングしない場合、利用可能な多数のデコーディング動作を利用するも
のである。例えば、ＵＥ　１１４がＴＤＤセルのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットをデコ
ーディングしないＴＴＩでＵＥ－特定検索領域でセルごとにＴＴＩ当たりＤＬ　ＤＣＩフ
ォーマットのための１６番のデコーディング動作とＵＬ　ＤＣＩフォーマットのための１
６番のデコーディング動作を行ったら、ＵＥ　１１４は、それぞれの１６番のデコーディ
ング動作を利用してＦＤＤセルのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットまたはＦＤＤセルまた
はＴＤＤセルのためのＵＬ　ＤＣＩフォーマットのために行うデコーディング動作の回数
を増加させることができる。これは、ＰＤＣＣＨ伝送のための共通検索領域（ＣＳＳ）が
第１セル及び第２セルで支援され、ＵＥ　１１４がただ１つのＣＳＳでＰＤＣＣＨデコー
ディング動作を支援するために名目上のＰＤＣＣＨデコーディング能力を有する場合に有
用であることができる。
【０３７６】
　図２０は、本発明によってＴＴＩでＵＥがＴＤＤセルのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマッ
トをモニタリングするか否かによってＴＴＩで第１セル上で伝送されるＰＤＣＣＨのため
のＵＥでのデコーディング動作を割当する例を示す。図２０の流れ図が一連の順次な段階
を示しているが、明白に言及しない限り、特定の実行手順に関するシーケンス、その段階
または部分の同時的やオーバーラップされない順次な実行、または介在される段階や中間
段階なしに排他的に示された段階の実行を類推しない。図示された例のプロセスは、例え
ば移動局の伝送装置チェーンによって具現される。
【０３７７】
　図２０に示されたように、ＵＥ　１１４は、２つのセルでのＰＤＳＣＨ受信のために構
成されるところ、ＳＣｅｌｌは、ＴＤＤを利用し、それぞれのセルでのＰＤＳＣＨ受信は
、第１セルで伝送されるＰＤＣＣＨによってスケジューリングされる（２０１０）。ＵＥ
　１１４は、それぞれのセルでＰＤＳＣＨ　ＴＭとＰＵＳＣＨＴＭで構成され、ＴＤＤセ
ルでそれぞれのＤＬ　ＤＣＩフォーマットのための多数のＤ２デコーディング動作を行う
ことができる。第１セルのＤＬ　ＴＴＩで、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤセルでのＴＴＩの通
信方向を考慮する（２０２０）。前記ＴＴＩがＤＬ　ＴＴＩなら、ＵＥ　１１４は、ＴＤ
ＤセルでＰＤＳＣＨをスケジューリングするＤＬ　ＤＣＩフォーマット（またはＴＤＤセ
ルでのＣＳＳ）のための最大Ｄ２番のデコーディング動作を行う（２０３０）。前記ＴＴ
ＩがＵＬ　ＴＴＩなら、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤセルでＰＤＳＣＨをスケジューリングす
るＤＬ　ＤＣＩフォーマットのためのどんなデコーディング動作も行わず、第１セルでＰ
ＤＳＣＨをスケジューリングするＤＬ　ＤＣＩフォーマットのための追加的なＤ２１デコ
ーディング動作と、第１セルでＰＵＳＣＨをスケジューリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマ
ットのための追加的なＤ２２デコーディング動作と、ＴＤＤセルでＰＵＳＣＨをスケジュ
ーリングするＵＬ　ＤＣＩフォーマットのための追加的なＤ２３デコーディング動作を行
う（２０４０）。ここで、Ｄ２１＋Ｄ２２＋Ｄ２３≦Ｄ２である。
【０３７８】
　第１方法に対する第２オプションは、ＵＥ　１１４がＦＤＤセルまたはＴＤＤ単一セル
動作のためのデコーディング動作の回数と比較して、クロスキャリアスケジューリングさ
れたＴＤＤセルのためのデコーディング動作の回数の半分のみを支援するようにするもの
である。例えば、ＵＥ　１１４は、ＦＤＤセルまたはＴＤＤ　ＰＣｅｌｌまたはＴＤＤ単
一セル動作に対してＴＴＩ当たりＤＬ　ＤＣＩフォーマットのための１６番のデコーディ
ング動作とＵＬ　ＤＣＩフォーマットのための１６番のデコーディング動作を行うことが
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できる。しかし、クロスキャリアスケジューリングされたＴＤＤセルに対しては、ＤＬ　
ＤＣＩフォーマットまたはＵＬ　ＤＣＩフォーマットのために１６番のデコーディング動
作のみを行うことができる。
【０３７９】
　図２１は、本発明によって第１セルとＴＤＤ第２セルでのスケジューリングのために第
１セルで伝送されるＰＤＣＣＨのためのＵＥでのデコーディング動作を割当する例を示す
。図２１の流れ図が一連の順次な段階を示しているが、明白に言及しない限り、特定の実
行手順に関するシーケンス、その段階または部分の同時的やオーバーラップされない順次
な実行、または介在される段階や中間段階なしに排他的に示された段階の実行を類推しな
い。図示された例のプロセスは、例えば移動局の伝送装置チェーンによって具現される。
【０３８０】
　図２１を参照すれば、ＵＥ　１１４は、２つのセルでのＰＤＳＣＨ受信のために構成さ
れる（２１１０）。この際、第２セルは、ＴＤＤを利用し、それぞれのセルでのＰＤＳＣ
Ｈ受信は、第１セルで伝送されるＰＤＣＣＨによってスケジューリングされる。第１セル
でＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨをスケジューリングするＤＣＩフォーマットの検出のため
に（２１２０）、ＵＥ　１１４は、最大Ｄ１番のデコーディング動作を行う（２１３０）
。ＴＤＤ第２セルでＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨをスケジューリングするＤＣＩフォーマ
ットの検出のために、ＵＥ　１１４は、最大Ｄ２番のデコーディング動作を行う。ここで
Ｄ２＜Ｄ１であり、ＵＥ　１１４は、ＴＴＩでＤＬ　ＤＣＩフォーマットまたはＵＬ　Ｄ
ＣＩフォーマット（両方共ではない）をモニタリングする（２１４０）。
【０３８１】
　第２方法において、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのＵＬ　ＴＴＩに該当するＴＴＩで、ＰＤＳＣ
ＨスケジューリングのためのＤＣＩフォーマットをＦＤＤセルでｅＮＢ　１０２は伝送し
、ＵＥ　１１４はデコーディングする。ＴＴＩ　ｎ＋４がＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのＵＬ　Ｔ
ＴＩの場合、ＴＴＩ　ｎで、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＵＳＣＨ伝送のためのＤＣＩフォ
ーマットをＦＤＤセルでｅＮＢ　１０２は伝送し、ＵＥ　１１４はデコーディングする。
ＰＵＳＣＨ伝送のＴＴＩを決定するために、ＦＤＤセルでのセルフスケジューリングのた
めのタイムライン（ｔｉｍｅｌｉｎｅ）のようなタイムラインを適用することができる。
例えば、ＵＬ　ＤＣＩフォーマット検出に対応するＰＵＳＣＨ伝送のためのＴＴＩは、Ｕ
Ｌ　ＤＣＩフォーマット検出のためのＴＴＩから４個のＴＴＩ以後の一番目ＵＬ　ＴＴＩ
であることができる。または、同一のＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を有する単一セルＴＤＤ動
作のための既存のタイムラインがＦＤＤセルで伝送されるＤＣＩフォーマットのために適
用されることができ、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨをスケジューリ
ングすることができる。
【０３８２】
　ＰＤＳＣＨ受信のためのＴＴＩを決定するために、ＰＤＳＣＨ受信のためのＴＴＩがＤ
Ｌ　ＤＣＩフォーマット検出のためのＴＴＩと同一のすべての他の場合のように新しいス
ケジューリングタイムラインが有利であることができる。ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのＵＬ　Ｔ
ＴＩに該当するＴＴＩでＤＣＩフォーマットを介してＦＤＤセルからＰＤＳＣＨ受信をク
ロスキャリアスケジューリングするＴＤＤ　ＳＣｅｌｌにおいて、ＰＤＳＣＨ受信のため
のＴＴＩは、ＵＬ　ＴＴＩ以後の一番目のＤＬ　ＴＴＩであることができる。これによっ
て、新しいタイムラインを使用し、ＴＴＩがＵＬ　ＴＴＩの場合、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌで
のＰＤＳＣＨスケジューリングのためにｅＮＢ　１０２がＤＬ　ＤＣＩフォーマットをＵ
Ｅ　１１４に伝送するようにするために、他の場合ならどんな信号伝送にも使用されない
ＰＤＳＣＨ資源を利用し、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨスケジューリングのために
、以後のＴＴＩで可能ならさらに少ない数のＰＤＣＣＨ資源を利用する。
【０３８３】
　図２２は、本発明によるＴＤＤ単一セル動作とクロススケジューリングされたＴＤＤ　
ＳＣｅｌｌのための例示的なＰＤＳＣＨスケジューリングを示す。図２２に示されたＰＤ
ＳＣＨスケジューリングの実施例は、例示的なものであって、本発明の範囲を逸脱するこ
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となく、他の実施例を利用することができる。
【０３８４】
　図２２に示されたように、単一セルＴＤＤ動作のために、ＤＬ　ＤＣＩフォーマット２
２１０，２２１２を伝達するＰＤＣＣＨ受信のＴＴＩと同一のＴＴＩでＵＥ　１１４は、
常にＰＤＳＣＨを受信する。クロスキャリアスケジューリングされたＴＤＤ　ＳＣｅｌｌ
動作のために、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットを伝達するＰＤＣＣＨ受信のＴＴＩと同一のＴ
ＴＩがＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのＤＬ　ＴＴＩなら、ＵＥ　１１４は、前記ＴＴＩでＰＤＳＣ
Ｈを受信する（２２２０）。クロスキャリアスケジューリングされたＴＤＤ　ＳＣｅｌｌ
動作のために、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットを伝達するＰＤＣＣＨ受信のＴＴＩ以後の一番
目ＤＬ　ＴＴＩがＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのＵＬ　ＴＴＩまたはスペシャルＴＴＩの場合、Ｕ
Ｅ　１１４は、前記一番目ＴＴＩでＰＤＳＣＨを受信する（２２３０）。ＵＥ　１１４が
任意の時間にＤＬ　ＴＴＩより多いＤＬ　ＤＣＩフォーマットを受信することができる場
合のエラーを防止するために、ＵＥ　１１４は、ＰＤＳＣＨ受信のための最も最近のＤＣ
Ｉフォーマットのみを考慮することができる。したがって、ＵＥ　１１４がＴＴＩ＃７　
２２４０でＤＬ　ＤＣＩフォーマットを検出し、ＴＴＩ＃８　２２４２でＤＬ　ＤＣＩフ
ォーマットを検出すれば、ＵＥ　１１４は、ＴＴＩ＃７のＤＬ　ＤＣＩフォーマットは無
視し、ＴＴＩ＃８のＤＬ　ＤＣＩフォーマットによってＰＤＳＣＨを受信する（１つのＤ
Ｌ　ＤＣＩフォーマットがＳＰＳリリースをトリガリングし、他のＤＬ　ＤＣＩフォーマ
ットがＰＤＳＣＨ受信をスケジューリングしなければ、ＵＥは、２つのＤＬ　ＤＣＩフォ
ーマットをすべて考慮する）。
【０３８５】
　ＴＤＤセルからＦＤＤセルへのクロスキャリアスケジューリング
【０３８６】
　特定実施例において、他のセルで伝送されるＰＤＣＣＨによって伝達されるＤＣＩフォ
ーマットを利用してＳＣｅｌｌでＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨをスケジューリングするこ
とが好ましい。ＴＤＤセルでＰＤＣＣＨを介して伝送されるＤＣＩフォーマットによるＰ
ＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨスケジューリングのために、ＤＬ　ＴＴＩにのみスケジューリ
ング能力を制限する。単一セルＴＤＤ動作とＤＬ　ＴＴＩよりＵＬ　ＴＴＩがさらに多い
ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成０の場合、ＵＬ　ＤＣＩフォーマットにＵＬインデックスフィー
ルドを含ませて、すべてのＵＬ　ＴＴＩでのスケジューリングの制限を回避する。前記Ｕ
Ｌインデックスフィールドは、ＵＬ　ＤＣＩフォーマットによってスケジューリングされ
るＰＵＳＣＨ伝送のための１つ以上のＵＬ　ＴＴＩを示す。
【０３８７】
　従来の単一セルＴＤＤ動作のためのもののような類似なスケジューリング制限は、ＴＤ
Ｄ　ＰＣｅｌｌがＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでクロスキャリアスケジューリングを行う場合に起
きて、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのＤＬ　ＴＴＩの個数がＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのＤＬ　ＴＴＩの
個数より常に小さいので、すべてのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成とＰＤＳＣＨスケジューリン
グ及びＰＵＳＣＨスケジューリングに適用されることができる。したがって、ＴＤＤ　Ｐ
Ｃｅｌｌで単一ＤＬ　ＴＴＩではなく、多数のＴＴＩでＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨスケ
ジューリングをするためにＴＤＤ　ＰＣｅｌｌからＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのスケジューリ
ングのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマットまたはＵＬ　ＤＣＩフォーマットにＤＬインデッ
クスフィールドまたはＵＬインデックスフィールドを導入することができる。ＴＤＤ　Ｕ
Ｌ－ＤＬ構成０を除いたＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成のためのＤＬインデックスフィールドま
たはＵＬインデックスフィールドは、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌでのスケジューリングのための
ＤＬ　ＤＣＩフォーマットまたはＵＬ　ＤＣＩフォーマットに導入される必要がない。し
たがって、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨスケジューリングが多数
のＴＴＩで行われることができる場合にのみ、ＤＬインデックスフィールドまたはＵＬイ
ンデックスフィールドが必要であり、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣ
Ｈスケジューリングが単一ＴＴＩに制限される場合には、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットまた
はＵＬ　ＤＣＩフォーマットでＤＬインデックスフィールドまたはＵＬインデックスフィ
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ールドが必要ない。
【０３８８】
　単一ＤＬ　ＤＣＩフォーマットを使用するＴＤＤ　ＰＣｅｌｌからのＦＤＤ　ＳＣｅｌ
ｌの多数のＴＴＩでのＰＤＳＣＨ伝送のスケジューリングのための第１制限は、ＤＬ　Ｄ
ＣＩフォーマットを多数のＰＤＳＣＨ伝送（これは、すべて同一のバンドリングウィンド
ウ内で行われるものと仮定する）のＴＴＩと同一のバンドリングウィンドウのＤＬ　ＴＴ
Ｉに伝送するものである。これによって（前述したように、ＵＥ　１１４がＴＤＤ　ＰＣ
ｅｌｌでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を伝送する場合に）ＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＡＩフ
ィールドの解釈における混同が防止され、同一のバンドリングウィンドウに対するＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ情報が同一のＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨで伝送されることができる。例えば
、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成２がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌで使用される場合、ＦＤＤ　ＳＣｅｌ
ｌのＴＴＩ＃７でのＰＤＳＣＨ伝送は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのＤＬ　ＴＴＩ＃４，ＤＬ　
ＴＴＩ＃５またはＤＬ　ＴＴＩ＃６で伝送されるＤＬ　ＤＣＩフォーマットによってスケ
ジューリングされることができる。
【０３８９】
　ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌの二番目のＴＴＩで伝送されるＤＬ　ＤＣＩフォーマットによって
ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌの一番目のＤＬ　ＴＴＩでのＰＤＳＣＨ伝送のスケジューリングをさ
らに簡略化するために、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットのＤＬインデックスを使用すれば、前
記スケジューリングを単一ＴＴＩスケジューリング及びＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのＵＬ　ＴＴ
Ｉで制限することができる。例えば、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成２がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌで
使用される場合、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、常に単一ＤＬ　ＴＴＩでＰＤＳＣＨをス
ケジューリングし、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのＴＴＩ＃７のみで行われるＰＤＳＣＨ伝送は、
ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌで伝送されるＤＬ　ＤＣＩフォーマットによってスケジューリングさ
れることができる一方で、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのための同一のバンドリングウィンドウの
他のＴＴＩ、例えばＴＴＩ＃６でのＰＤＳＣＨ伝送は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌの同一のＴＴ
Ｉで伝送されるＤＬ　ＤＣＩフォーマットによってスケジューリングされる。表１のＴＤ
Ｄ　ＵＬ－ＤＬ構成において、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのための同一のバンドリングウィンド
ウには、最大３個のＵＬ　ＴＴＩが存在し、前記制限を利用する場合、ＤＬ　ＤＣＩフォ
ーマット内のＤＬインデックスは、２ビットを含むことができ、ＤＬ　ＤＣＩフォーマッ
トがＰＤＳＣＨ伝送をスケジューリングするＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのＴＴＩを示すことがで
きる。
【０３９０】
　例えば、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成２がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌで使用される場合、ＤＬイン
デックス値‘００’は、ＤＬ　ＤＣＩフォーマットが伝送されるＴＴＩと同一のＴＴＩで
前記ＤＬ　ＤＣＩフォーマットがＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでＰＤＳＣＨをスケジューリングす
ることを示すことができ、ＤＬインデックス値‘０１’は、ＴＴＩ＃７でのＰＤＳＣＨス
ケジューリングを示すことができる。この場合、ＵＥ　１１４は、ＤＬインデックスの他
の２つの可能な値である‘１０’と‘１１’は有効ではないものと見做し、関連したＤＬ
　ＤＣＩフォーマットの検出を無視することができる（または、この場合に１ビットのＤ
Ｌインデックスを使用することができる）。例えば、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成０がＴＤＤ
　ＰＣｅｌｌで利用される場合、ＤＬインデックス値‘００’は、ＤＬ　ＤＣＩフォーマ
ットが伝送されるＴＴＩと同一のＴＴＩ、例えばＴＴＩ＃５またはＴＴＩ＃６で前記ＤＬ
　ＤＣＩフォーマットがＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでＰＤＳＣＨをスケジューリングすることを
示すことができ、ＤＬインデックス値‘０１’、‘１０’または‘１１’は、それぞれＴ
ＴＩ＃７，ＴＴＩ＃８またはＴＴＩ＃９でのＰＤＳＣＨスケジューリングを示すことがで
きる。
【０３９１】
　クロス－ＴＴＩスケジューリングの場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットの手順配列は、
ＴＴＩ手順ではなく、スケジューリング手順に従う。例えば、スケジューリング手順は、
ＰＤＳＣＨ伝送をスケジューリングするＤＬ　ＤＣＩフォーマットに含まれたＤＡＩフィ
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ールドの値によって決定されることができる。したがって、同一のバンドリングウィンド
ウでの以前ＰＤＳＣＨ伝送に該当する第２ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビット以前に配置される
第１ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットが第２ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビット以後にＵＥ　１１４
で利用可能であっても、クロス－ＴＴＩスケジューリングによってスケジューリングされ
るＰＤＳＣＨ伝送は、第１ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを有することができる。例えば、
ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成２がＴＤＤ　ＰＣｅｌｌで利用される場合、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌ
のＴＴＩ＃７でのＰＤＳＣＨ伝送は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのＤＬ　ＴＴＩ＃４で伝送され
るＤＣＩフォーマットによってクロス－ＴＴＩスケジューリングされることができる。し
たがって、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌでのＰＤＳＣＨ伝送がＴＴＩ＃５，ＴＴＩ＃６またはＴＴ
Ｉ＃８でスケジューリングされれば、それぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットは、ＴＴＩ
＃７でのＰＤＳＣＨ伝送に該当するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビット以後に位置する。
【０３９２】
　図２３は、本発明によってＴＤＤ　ＰＣｅｌｌの以前ＴＴＩで伝送されるＤＬ　ＤＣＩ
フォーマットによってＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのＴＴＩでＰＤＳＣＨをスケジューリングし、
それぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを生成する例示的な方法を示す。図２３に示され
たＰＤＳＣＨスケジューリングの実施例は、例示的なものであって、本発明の範囲を逸脱
することなく、他の実施例を利用することができる。
【０３９３】
　図２３に示されたように、ＵＥ　１１４は、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌ　２３１０とＦＤＤ　
ＳＣｅｌｌ　２３２０によって構成される。ＴＤＤスケジューリングセル上のＴＤＤ　Ｐ
Ｃｅｌｌは、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成２を利用し、ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣ
Ｈは、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌ（または一般的にＴＤＤスケジューリングセル）で伝送される
ＤＬ　ＤＣＩフォーマットによってスケジューリングされる。ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌの場合
、ＴＴＩ＃４　２３４０、ＴＴＩ＃５　２３４２、ＴＴＩ＃６　２３４４、ＴＴＩ＃７　
２３４６及びＴＴＩ＃８　２３４８は、同一のバンドリングウィンドウに属し、これらの
うち任意のＴＴＩでＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのためのＤＬ　ＤＣＩフォーマット検出に対応す
るＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報は、ＵＬ　ＴＴＩ＃１２　２３５０で伝送される。ＦＤＤ　ＳＣ
ｅｌｌとＴＴＩ＃４のための第１ＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのＴ
ＴＩ＃４で伝送され、１にマッピングされるＤＡＩフィールドと０にマッピングされるＤ
Ｌインデックスフィールドを含む（２３６０）。ＦＤＤ　ＳＣｅｌｌとＴＴＩ＃７のため
の第２ＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのＴＴＩ＃４で伝送され、２に
マッピングされるＤＡＩフィールドと１にマッピングされるＤＬインデックスフィールド
を含む（２３６２）。第２ＤＬ　ＤＣＩフォーマットが１にマッピングされるＤＬインデ
ックスフィールドを含むが、ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌのＤＬ　ＴＴＩに該当するＴＴＩでは、
クロス－ＴＴＩスケジューリングを行わないという制限によって第２ＤＬ　ＤＣＩフォー
マットがＦＤＤ　ＳＣｅｌｌのＴＴＩ＃７のためのものことであることが明白である。Ｆ
ＤＤ　ＳＣｅｌｌとＴＴＩ＃６のための第３ＤＬ　ＤＣＩフォーマットは、ＴＤＤ　ＰＣ
ｅｌｌのＴＴＩ＃６で伝送され、３にマッピングされるＤＡＩフィールドと０にマッピン
グされるＤＬインデックスフィールドを含む（２３６４）（ＵＥ　１１４は、ＤＬインデ
ックスフィールドが０にマッピングされなければ、第３ＤＬ　ＤＣＩフィールドを無視し
てもよい）。第１、第２、第３ＤＬ　ＤＣＩフォーマットのうち１つ以上が検出されれば
、ＵＥ　１１４は、少なくともＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットＯ０２３７０、Ｏ１２３７２
及びＯ２２３７４を生成し、ＵＥでＯ１がＯ２の次に生成されても、前記の手順で前記Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを伝送する（単純化すれば、図２３の例は、ＰＤＳＣＨ　ＴＭ
が１つのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットと関連したものと仮定するが、ＰＤＳＣＨ　ＴＭが
２つのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットと関連する場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットの各対
に対して同一の手順が適用される）。
【０３９４】
　新しいＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成
【０３９５】



(59) JP 6416201 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

　特定実施例において、ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌが従来のＵＥを支援しない場合、新しいＴＤ
Ｄ　ＵＬ－ＤＬ構成を導入し、ＦＤＤ　ＰＣｅｌｌを有するＦＤＤ及びＴＤＤセルの間の
ＣＡの特性を利用することができる。このようなＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成は、ＤＬ　ＴＴ
Ｉのみを含む構成になり得る。このような新しいＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成は、ＦＤＤ　Ｐ
ＣｅｌｌでＰＵＣＣＨ伝送が常に起きるようにすることによって行われることができ、Ｕ
ＬトラフィックよりＤＬトラフィックがさらに多いシステム動作に起因する。それぞれの
キャリア周波数がＴＤＤ動作に割当されなければ、スペクトルに含まれるということを除
けば、ＤＬ　ＴＴＩのみを有するＴＤＤセルは、他のＦＤＤセルと共有するＵＬキャリア
を有するＦＤＤセルと機能的に同一である。
【０３９６】
　チャネル相互作用（ｃｈａｎｎｅｌ　ｒｅｃｉｐｒｏｃｉｔｙ）によってＳＲＳ伝送は
、ＤＬＣＳＩを得るためのＴＤＤセルで有利であることができるので、ＴＤＤ　ＳＣｅｌ
ｌは、ＵＬ　ＴＴＩを含まないことがあるが、少ない数または０個のＤＬシンボルとＰＲ
ＡＣＨ伝送及びＳＲＳ伝送のために使用することができる可能な多数のＵＬシンボルとと
もに相変らずスペシャルＴＴＩを含むことができる。ＵＥ　１１４がＤＬ信号受信とＵＬ
信号送信のために経験することができる異なる干渉条件に起因して、ｅＮＢ　１０２がＵ
Ｅ　１１４からのＳＲＳ伝送を介して他の形態のＣＳＩを得ることができる場合にも、Ｃ
ＱＩは、ＵＥ　１１４によって明示的に提供されることができる。したがって、他の新し
いタイプのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成は、ＤＬ　ＴＴＩのみを含むか、ＤＬ　ＴＴＩとスペ
シャルＴＴＩを含むことができる。
【０３９７】
　図２４は、本発明によるＤＬ　ＴＴＩと１つのスペシャルＴＴＩを含み、ＵＬ　ＴＴＩ
は含まないＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成の一例を示す。図２４に示されたＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ
構成の実施例は、例示的なものであって、本発明の範囲を逸脱することなく、他の実施例
を利用することができる。
【０３９８】
　図２４に示されたように、１０個のＴＴＩよりなるフレームは、１つのスペシャルＴＴ
Ｉ　２４１０を含み、残りすべてのＴＴＩは、ＤＬ　ＴＴＩ　２４２０である。前記スペ
シャルＴＴＩは、新しいタイプであってもよく、ＤｗＰＴＳシンボルを含まず、ＧＰと増
加された個数のＵｐＰＴＳシンボルを含む。ＵｐＰＴＳシンボルは、ＳＲＳ伝送のために
利用されることができ、例えばＴＤＤ　ＳＣｅｌｌがＦＤＤ　ＰＣｅｌｌと同期化されな
い場合には、ＰＲＡＣＨ伝送のために利用されることができる。
【０３９９】
　本発明を例示的な実施例によって説明したが、多様な変更と修正が通常の技術を有する
者に提示されることができる。本発明は、添付の請求項の範囲内でこのような変更と修正
を含む。
【符号の説明】
【０４００】
１００　無線ネットワーク
１２０　カバレージ領域
１２５　カバレージ領域
１３０　ネットワーク
２０５　アンテナ
２１０　送受信機
２１５　処理回路
２２０　マイク
２２５　処理回路
２３０　スピーカー
２４０　メインプロセッサ
２４５　入出力インターフェース
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２５０　キーパッド
２５５　ディスプレイ
２６０　メモリ
２６１　プログラム
２６２　アプリケーション
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